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［特集］

開業まであと７年 リニア中央新幹線

基本設計におけるリニア駅舎・
駅前広場のイメージ図
（飯田・リニア駅前空間デザインノート）
信州・伊那谷の風土を生かした魅力
的な空間を創出し、当地域のさらなる
発展を目指します。

リニア駅ができるまち飯田

地域の人々が交流できるコミュニティ広場 「みんなの居場所」 となるバリアフリーの高架下

信州・伊那谷の自然と調和した駅前広場

森のように広がる木製の大屋根



特集特集

本号の特集では、リニア関連事業に関して、これまでの振り返りと２０２０年（令和２年）以降の取り
組みについてお伝えします。
リニア関連事業は、移転をお願いする皆さんをはじめとする多くの関係する方々のご理解とご協
力があってはじめて進めることができる事業です。事業へのご不安やご心配を払拭できるよう、市と
してなお一層皆さんに寄り添いつつ、しっかりと対応してまいります。

これまでの振り返り

Ｊ
Ｒ
東
海
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

工
事
を
進
め
て
い
る
リ
ニ
ア
本
線
は
、

全
体
の
約
８６
％
が
ト
ン
ネ
ル
で
す
。市

内
で
初
め
て
の
リ
ニ
ア
関
連
工
事
と

な
る
中
央
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
松
川

工
区
が
２
０
１
８
年（
平
成
３０
年
）２

月
か
ら
始
ま
り
、妙
琴
公
園
内
や
さ

る
く
ら
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
付

近
で
準
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す（
場
所
は
４
ペ
ー
ジ
参
照
）。ま
た
、

工
事
車
両
が
通
行
す
る
市
道
大
休
妙

琴
線
と
県
道
南
木
曽
線
の
一
部
で
準

備
工
事
と
し
て
の
拡
幅
工
事
も
始

ま
って
い
ま
す
。な
お
、ト
ン
ネ
ル
掘
削

な
ど
に
よ
る
発
生
土
の
置
き
場
に
つ

い
て
は
、関
係
す
る
地
区
と
の
調
整
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、ト
ン
ネ
ル
以
外
の
地
上
区

間
で
は
、用
地
測
量
、補
償
物
件
調
査

が
お
お
む
ね
終
了
し
、そ
の
調
査
結

果
を
基
に
、関
係
す
る
皆
さ
ん
へ
の
説

明
を
行
って
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、２
０
１
９
年（
令
和
元

年
）８
月
、天
竜
川
を
渡
る
橋
り
ょ
う

の
建
設
工
事
に
関
す
る
契
約
手
続
き

を
開
始
す
る
と
Ｊ
Ｒ
東
海
が
公
表

し
、県
内
初
と
な
る
地
上
区
間
の
本

体
工
事
に
向
け
動
き
始
め
ま
し
た
。

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）１２
月
、

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
整
備
に
関
す
る
基

本
設
計
を
策
定
し
、そ
の
概
要
を
ま

と
め
た「
飯
田・リ
ニ
ア
駅
前
空
間
デ

ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
」を
公
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、代
替
地
整
備
に
つ
い
て
は
、

関
係
す
る
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、地
権
者
や
移
転
を
お
願
い
す

る
皆
さ
ん
の
ご
意
向
を
確
認
し
な
が

ら
整
備
計
画
を
策
定
し
、順
次
工
事

を
始
め
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
駅
設
置
予
定
地
と
そ
の
周

辺
部
の
用
地
に
つ
い
て
は
、補
償
物
件

調
査
が
お
お
む
ね
完
了
し
、個
別
の

用
地
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
移
転
を
お
願
い
す
る
皆
さ

ん
に
寄
り
添
って
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
体
工
事

駅
周
辺
整
備

開業まであと７年
リニア中央新幹線

ふっしょく
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特集：開業まであと７年 リニア中央新幹線

設計方針の詳細は、
今後の広報いいだで
紹介します。

リニア駅周辺整備
イメージ図

リニア駅周辺整備 基本設計の概要

リニア駅周辺整備 概算事業費

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
の
初
期
整
備
に
つ
い
て
、概
算
事
業

費
を
９１
億
円
と
見
積
も
って
い
ま
す
。

こ
の
金
額
に
は
、国
か
ら
の
交
付
金
や
地
方
債
を
含
ん

で
い
ま
す
。市
の
実
質
負
担
額
は
、市
の
一
般
会
計
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備

推
進
基
金﹇
２
０
１
８
年
度
末（
平
成
３０
年
度
末
）残
高

約
１８
億
円
﹈」な
ど
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

概
算
事
業
費

※エネルギーセンターや商業施設などの整備は、民間による整備を想定しているため含みません。
※大屋根は、計画面積約1.6haのうち開業時までに1.1haの整備を想定しています。
※駐車場は、平面駐車場（当面500台程）の整備を想定しています。

実施設計や
遺跡調査などの
委託費
７億円

土地や建物の
補償費
４３億円

駅前広場の
整備工事
４１億円

さまざまな公共交通が集まる機能と、地域の人々
が乗降しやすく、天候に左右されないバリアフリー
環境の整備により、安全で利便性の高い乗り換え
ができる空間を目指します。

アクセスやバリアフリーに優れた駅前空間

信州・伊那谷らしい風景を五感で味わえる景観と
し、シンボルとなる木々を組み合わせた大屋根とと
もに、自然の魅力と都市の魅力が融合した、ここに
しかない空間を目指します。

伊那谷の風景の魅力を引き出す駅前空間

各地へ誘い出すきっかけとなるよう、長野県や伊那
谷、飯田市の魅力的なエリアや店舗、伝統芸能や地
域行事の情報提供などができる空間を目指します。

人のつながりと伊那谷全域へといざなう
駅前空間

自動運転や次世代モビリティといった新しい技
術のほか、再生可能エネルギーや低炭素技術
などの環境技術も含め、次世代社会の要望に
柔軟に対応できる空間を目指します。

時代を先取りし、変化に対応できる駅前空間

緑とにぎわいの広場をつくり、さまざまな地域や年
代の人々が、交流やイベント、散歩などを楽しめる
空間を目指します。

住民や来訪者の居場所となる駅前空間

リニア駅

01設計
方針

0３設計
方針

0４設計
方針

0５設計
方針

0２設計
方針
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かざこし子どもの森公園

飯田自動車学校

妙琴公園

さるくらモータースポーツランド

西友伊賀良店

飯田東中学校

飯田文化会館

黒田人形
浄瑠璃伝承館

アピナ飯田店

長野県
飯田養護学校

平安堂座光寺店

エス・バード

イオン飯田店

飯田市立病院

マクドナルド
１５３飯田上郷店

飯田女子高等学校

長野県飯田高等学校

153

153

256

アップルロード

中央
自動
車道

飯田IC

天
竜
川

土
曽
川

松
川

阿島橋

飯田
駅

桜町駅
伊那上郷駅

元善
光寺
駅

中央アルプストンネル松川工区

凡 例

リニア本線（地上）
リニア本線（トンネル）

道路整備箇所（拡幅）
道路整備箇所（新設）

乗換新駅
（予定地）

安全を願ってくわ入れ

リニア関連事業 道路ネットワークの整備

座光寺スマートインターチェンジ（ＳＩＣ）

座
光
寺
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
新
設
に
向
け
、座
光
寺
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
周
辺
で

は
、２
０
１
８
年
度
末（
平
成
３０
年
度
末
）か
ら
樹
木
の
除
根
、水
道
管
の

移
設
や
工
事
用
道
路
の
整
備
と
いっ
た
準
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。本
格
的
な
工
事
開
始
を
迎
え
、２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）１１
月
３０

日
、施
工
業
者
で
構
成
す
る
工
事
連
絡
協
議
会
が
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、

工
事
の
円
滑
な
進
捗
と
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
、２
０
１
６
年
度（
平

成
２８
年
度
）に
国
土
交
通
省
か
ら
中
央

自
動
車
道
へ
の
連
結
許
可
を
得
て
工

事
着
手
さ
れ
て
お
り
、２
０
２
１
年（
令

和
３
年
）３
月
ま
で
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
座
光
寺

Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
リ
ニ
ア
駅
を
結
ぶ
新
し
い
道

路
が
土
曽
川
に
沿
う
形
で
整
備
さ
れ

ま
す
。

し
ん
ち
ょ
く

土
曽
川

土
曽
川

※「座光寺スマートインターチェンジ」は仮称です。
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特集：開業まであと７年 リニア中央新幹線

２０２０年（令和２年）以降の取り組み

本
体
工
事

市
民
の
皆
さ
ん
へ

駅
周
辺
整
備

今
後
も
事
業
の
進
捗
に
応
じ
て
説
明

会
な
ど
を
開
催
し
、多
く
の
方
か
ら
随
時

ご
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ

ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
区
間
に
つ
い
て
は
、中
央
ア
ル

プ
ス
ト
ン
ネ
ル
松
川
工
区
に
お
い
て
、２
０

２
０
年
度（
令
和
２
年
度
）以
降
の
ト
ン
ネ

ル
本
坑
の
掘
削
に
向
け
、工
事
現
場
の
造

成
や
工
事
用
桟
橋
の
設
置
、工
事
車
両
が

通
行
す
る
既
存
道
路
の
拡
幅
な
ど
と
い
っ

た
準
備
工
事
が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

地
上
区
間
で
は
、天
竜
川
橋
り
ょ
う
の

建
設
工
事
の
契
約
締
結
に
向
け
た
調
整

が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、リ
ニ
ア
沿
線
地
域
に
お
け
る
生

活
環
境
が
保
全
で
き
る
よ
う
、騒
音
対
策

を
行
う
べ
き
地
域
を
長
野
県
が
分
類
し
指

定
し
ま
す
。市
と
し
ま
し
て
も
、防
音
防

災
フ
ー
ド
設
置
な
ど
の
環
境
対
策
が
地
元

の
意
向
に
沿
う
形
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
Ｊ

Ｒ
東
海
に
対
し
要
望
・
調
整
し
て
い
ま

す
。工
事
や
開
通
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
、引
き
続
き
良

好
な
住
環
境
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

リ
ニ
ア
駅
設
置
予
定
地
と
そ
の
周
辺
部

で
は
、用
地
取
得
に
向
け
た
協
議
と
手
続

き
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。代
替

地
整
備
に
関
し
て
は
、用
地
取
得
、道
路

改
良
工
事
、排
水
路
整
備
、造
成
工
事
な

ど
を
進
め
ま
す
。ま
た
、リ
ニ
ア
駅
周
辺
整

備
の「
基
本
設
計
」を
さ
ら
に
具
体
化
さ

せ
た「
実
施
設
計
」の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、信

州
・
伊
那
谷
の
風
土
を
生
か
し
な
が
ら
、

世
界
へ
も
発
信

で
き
る
魅
力
あ

る
駅
前
空
間

と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

駅周辺整備の
イメージ動画を

Ｙｏｕｔｕｂｅで公開中！

zリニア本体工事関連
zリニア駅周辺整備事業関連
z用地関連

リニア推進課　内線３３２２
リニア整備課　内線３３３２
リニア用地課　内線３３５１

…………
…

………………………

★最新情報はウェブサイトに随時掲載しています。
　ぜひご覧ください。

リニアのまちづくりいいだ

大屋根の下はイベントスペースとして活用できます
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夜通し行われる数々の神事

最優秀賞と優秀賞の作文を披露ロードレースに挑む小学生ランナーたち

本場の味を求め列をつくる来場者

人形も組み合わせたユーモアあふれるパネルシアター

各国が代表する芸能をステージで披露

豪快な「湯切り」で祭りは最高潮

１２月１日、人権尊重の普及高揚を目的に、和太
鼓演奏、人権の花運動感謝状贈呈、人権作文コンテ
スト飯田大会入賞者表彰のほか、落語家笑福亭鶴
笑さんによる講演と人形劇落語が行われました。
　

１２月１日、今回で４回目の駅伝・ロードレース大
会が開催され、過去最多となる１,２００人を超えるラ
ンナーが総合運動場に集いました。小学生から７０
代までの方々が声援を受けながら力走しました。

本格的な冬が到来し、遠山地域伝
統の祭り「遠山の霜月祭」が、１２月７
日から１５日にかけて、８カ所の神社
で行われました。
早いところは朝から神事が始まり、
翌朝まで笛や太鼓などの演奏や舞い
が奉納されました。大釜で沸き立つ湯
を素手ではじく「湯切り」や、神を装う
面（おもて）の登場に、深夜で極寒の
中でありながらも、見学者から大きな
歓声があがっていました。

１２月８日、第３０回飯田国際交流の
夕べがエス・バードで開催されました。
飯田下伊那で暮らす外国籍の皆さ

んと地域の皆さんが、楽しみながら交
流し、相互理解を深めました。
今年は１５カ国４０団体の皆さんによ

り、「ワールドステージ」で各国に伝わ
るダンスなどの芸能文化が披露され、
「ワールドキッチン」では各国の郷土料
理が振る舞われました。来場者も一緒
に多彩な本場の文化を楽しみました。

１２月８日、上郷公民館にて、障がいについて理解と
関心を深めるイベントが開かれました。障がい者が制
作した芸術作品の展示、物販、パネルシアターや和太
鼓演奏などあり、共生社会を考える一日となりました。

力強く迫力満点の和太鼓演奏

夜を徹して神々をもてなし

心をつなぐ ひと・おと・えがお

遠山の霜月祭飯田国際交流の夕べ

ともにつながる みんなのつどい
飯田人権フェスティバル
広げよう 思いやりの心

みなみ信州駅伝・ロードレース大会
冬晴れのなか走り納め

交流して国際理解を深める
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面（おもて）の登場に、深夜で極寒の
中でありながらも、見学者から大きな
歓声があがっていました。

１２月８日、第３０回飯田国際交流の
夕べがエス・バードで開催されました。
飯田下伊那で暮らす外国籍の皆さ

んと地域の皆さんが、楽しみながら交
流し、相互理解を深めました。
今年は１５カ国４０団体の皆さんによ

り、「ワールドステージ」で各国に伝わ
るダンスなどの芸能文化が披露され、
「ワールドキッチン」では各国の郷土料
理が振る舞われました。来場者も一緒
に多彩な本場の文化を楽しみました。

１２月８日、上郷公民館にて、障がいについて理解と
関心を深めるイベントが開かれました。障がい者が制
作した芸術作品の展示、物販、パネルシアターや和太
鼓演奏などあり、共生社会を考える一日となりました。

力強く迫力満点の和太鼓演奏

夜を徹して神々をもてなし

心をつなぐ ひと・おと・えがお

遠山の霜月祭飯田国際交流の夕べ

ともにつながる みんなのつどい
飯田人権フェスティバル
広げよう 思いやりの心

みなみ信州駅伝・ロードレース大会
冬晴れのなか走り納め

交流して国際理解を深める
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～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田
No.７４

市 

長

　牧
野
光
朗

祖母の「ありがとう」

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

歯
周
病
は
、
食
生
活
や
喫
煙

な
ど
と
密
接
な
関
わ
り
の
あ
る

歯
科
口
腔
領
域
の
代
表
的
な
生

活
習
慣
病
で
す
。
原
因
と
な
る

歯
周
病
原
菌
の
感
染
に
よ
り
、

歯
茎
の
腫
れ
や
出
血
を
生
じ
、

重
度
に
な
る
と
歯
を
支
え
て
い

る
骨
を
溶
か
し
て
歯
を
動
揺
さ

せ
、
さ
ら
に
脱
落
さ
せ
て
し
ま

う
炎
症
性
疾
患
で
す
。

近
年
、
こ
の
歯
周
病
と
糖
尿

病
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、

歯
周
病
原
菌
か
ら
出
さ
れ
る
内

毒
素
が
、
歯
茎
か
ら
血
管
内
へ

入
り
込
み
、
体
の
中
で
作
用
す

る
こ
と
で
、
血
糖
値
を
下
げ
る

働
き
を
持
つ
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る

イ
ン
ス
リ
ン
を
作
り
に
く
く
す

る
（
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
）
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

慢
性
炎
症
で
あ
る
歯
周
炎
が
存

在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
血
糖
値

は
上
昇
し
、
糖
尿
病
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
、

同
時
に
歯
周
炎
も
進
行
し
て
い

く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

し
か
し
言
い
換
え
れ
ば
、
歯

周
炎
の
治
療
を
適
切
に
行
う
こ

と
で
、
糖
尿
病
の
症
状
を
よ
り

容
易
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
歯

周
病
は
、
歯
と
歯
茎
の
間
の
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ
を
測
る
ほ

か
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
歯
を
支
え

る
骨
の
吸
収
程
度
を
確
認
し
て

進
行
度
を
評
価
し
た
う
え
で
、

歯
石
取
り
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

歯
周
外
科
手
術
、
重
度
歯
周
病

の
歯
を
抜
歯
す
る
な
ど
し
て
治

療
し
ま
す
。
そ
し
て
、
治
療
後

も
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
検
診

や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

歯
周
病
の
簡
単
な
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
項
目
と
し
て
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
時
の
歯
肉
か
ら
の
出
血
、

歯
の
動
揺
、
口
臭
、
歯
茎
の
腫

れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当

て
は
ま
る
項
目
が
一
つ
で
も
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
歯
科
医
院

で
歯
周
病
の
検
査
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、

一
度
ご
自
身
の
口
腔
状
態
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
と
糖
尿
病

先月の 吉沢富治夫 さん（上郷）からのリレー

こ
ざ
わ

き
ょ
う
こ

小
澤
恭
子
さ
ん
（
上
郷
）

そ
の
１８０

重
要
性
を
増
す
大
学
院
で
の
「
学
び
直
し
」

　
年
に
１
度
、政
策
研
究
大

学
院
大
学
に
設
置
さ
れ
て
い

る
科
目「
自
治
体
改
革
論
」で

講
義
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
科
目
を
選
択
し
て
い
る

大
学
院
生
は
、主
に
自
治
体

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
３０
代

の
若
手
職
員
で
す
。彼
ら
は

右
肩
下
が
り
の
時
代
に
も
対

応
し
得
る
政
策
立
案
能
力
を

身
に
付
け
る
た
め
、こ
こ
で

「
学
び
直
し
」を
し
て
修
士
の

学
位
を
取
得
し
、再
び
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
に
戻
っ
て
行

き
ま
す
。飯
田
市
の
職
員
に

も
こ
う
し
た「
学
び
直
し
」の

チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
、
一
昨
年

度
に
は
当
大
学
院
に
１
名
、

今
年
度
は
和
歌
山
大
学
大
学

院
に
１
名
派
遣
を
し
て
い
ま

す
。

　
政
府
は
今
次
の
新
た
な
経

済
対
策
の
一
環
と
し
て
、小

中
学
校
に
お
け
る
一
人
一
台

Ｐ
Ｃ
配
備
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
５・０（
超

ス
マ
ー
ト
社
会
）に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
を
進
め
る
た

め
、小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
加
速
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
が
、私
が

委
員
を
務
め
る
経
済
財
政
諮

問
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
も
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
は
、児
童・生
徒
の

学
び
方
も
大
き
く
変
わ
り
ま

す
が
、そ
れ
以
上
に
教
え
る

側
、す
な
わ
ち
、教
職
員
の
指

導
方
法
も
変
わ
り
ま
す
。そ

う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

指
導
方
法
を
習
得
し
て
い
る

教
職
員
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

状
況
で
、私
か
ら
は
大
学
院

で
の「
学
び
直
し
」も
含
め
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
携
わ
る
教
え

る
側
の
人
材
育
成
の
あ
り
方

を
抜
本
的
に
考
え
る
べ
き
、と

提
言
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
り
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
月
に
１
回
、
笑
い

ヨ
ガ
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
笑
い
ヨ

ガ
は
笑
い
の
体
操
で
、
世
界
１
１
０
カ

国
ほ
ど
に
広
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

普
段
、
大
声
を
あ
げ
て
笑
う
こ
と
は

数
え
る
く
ら
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
先

生
の
リ
ー
ド
で
や
る
と
、
フ
シ
ギ
・
フ

シ
ギ
。
顔
の
筋
肉
も
ほ
ぐ
れ
て
、
目
い

っ
ぱ
い
笑
え
て
体
も
動
か
せ
ま
す
。
ま

た
、
笑
い
ヨ
ガ
を
一
緒
に
や
る
仲
間
の

笑
顔
を
見
る
と
う
れ
し
く
な
っ
て
、
さ

ら
に
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
笑
い
の
伝

染
で
す
ね
。

笑
う
こ
と
は
、
心
と
体
に
良
い
効
果

が
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑
い

ヨ
ガ
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ワ
ク
ワ
ク
、
ニ
コ
ニ
コ
の
時
間
と
、
仲

間
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

きのした かける

木下　翔 さん
（遠山中３年）

４年ほど前、祖母の入院がきっかけとなり、
介護の仕事に興味を持つようになりました。祖
母は、足を骨折し手術をしたので、しばらく杖
が必要でした。一人で立ち上がるのが辛そうな
とき、僕が支えてあげると、祖母はうれしそう
に「ありがとう」と言ってくれました。その一
言で、僕は介護の仕事につきたいと思うようになりました。
僕が目指すのは介護福祉士です。この夢の実現のために進路をしっ

かりと考え、一日でも早く介護福祉士になって、たくさんの方の介護
をできるように頑張ります。

木村　巧
豊橋技術科学大学大学院２年

郷土を想う心が
「まち」をつくる

（茨城県猿島郡境町出身）

２０１９年９月に開催されたシャレット
ワークショップは、私にとって３回目の参
加となりました。（２０１７：松尾地区、２０
１８～２０１９：三穂地区）今年度は、昨年
度の成果を踏まえつつ、事前の現地見
学や住民の方との意見交換も経て、事
前に４つの課題が設定されました。私の
班では、三穂地区の公共交通（自家用車
以外）の現状と課題に向き合い、将来に
わたり地区の皆さんが持続的に暮らし
ていくためにどうすれば良いか、４日間
考え抜きました。この活動を通して、イン
ターネットから得られるような表面的な
知識や情報によるだけではなく、実際に
“現場”で“現物”を観察し、“現実”を認
識した上で課題解決を図る、“三現主
義”の重要性を改めて学ぶことができま
した。
活動全般にわたり親切かつ全面的に

ご協力いただいた三穂まちづくり委員
会や市職員の方々へ深く感謝するとと
もに、その郷土を想う姿勢が「まち」をつ
くることの素晴らしさを感じ、大変貴重
な経験となりました。

成果の発表風景

く き
市立病院　歯科口腔外科

久保  紀 莉子  医師

きむら たくみ

ぼ り こ
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～ 大学生からのメッセ
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～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田
No.７４

市 

長

　牧
野
光
朗

祖母の「ありがとう」

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

歯
周
病
は
、
食
生
活
や
喫
煙

な
ど
と
密
接
な
関
わ
り
の
あ
る

歯
科
口
腔
領
域
の
代
表
的
な
生

活
習
慣
病
で
す
。
原
因
と
な
る

歯
周
病
原
菌
の
感
染
に
よ
り
、

歯
茎
の
腫
れ
や
出
血
を
生
じ
、

重
度
に
な
る
と
歯
を
支
え
て
い

る
骨
を
溶
か
し
て
歯
を
動
揺
さ

せ
、
さ
ら
に
脱
落
さ
せ
て
し
ま

う
炎
症
性
疾
患
で
す
。

近
年
、
こ
の
歯
周
病
と
糖
尿

病
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、

歯
周
病
原
菌
か
ら
出
さ
れ
る
内

毒
素
が
、
歯
茎
か
ら
血
管
内
へ

入
り
込
み
、
体
の
中
で
作
用
す

る
こ
と
で
、
血
糖
値
を
下
げ
る

働
き
を
持
つ
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る

イ
ン
ス
リ
ン
を
作
り
に
く
く
す

る
（
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
）
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

慢
性
炎
症
で
あ
る
歯
周
炎
が
存

在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
血
糖
値

は
上
昇
し
、
糖
尿
病
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
、

同
時
に
歯
周
炎
も
進
行
し
て
い

く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

し
か
し
言
い
換
え
れ
ば
、
歯

周
炎
の
治
療
を
適
切
に
行
う
こ

と
で
、
糖
尿
病
の
症
状
を
よ
り

容
易
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
歯

周
病
は
、
歯
と
歯
茎
の
間
の
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ
を
測
る
ほ

か
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
歯
を
支
え

る
骨
の
吸
収
程
度
を
確
認
し
て

進
行
度
を
評
価
し
た
う
え
で
、

歯
石
取
り
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

歯
周
外
科
手
術
、
重
度
歯
周
病

の
歯
を
抜
歯
す
る
な
ど
し
て
治

療
し
ま
す
。
そ
し
て
、
治
療
後

も
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
検
診

や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

歯
周
病
の
簡
単
な
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
項
目
と
し
て
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
時
の
歯
肉
か
ら
の
出
血
、

歯
の
動
揺
、
口
臭
、
歯
茎
の
腫

れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当

て
は
ま
る
項
目
が
一
つ
で
も
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
歯
科
医
院

で
歯
周
病
の
検
査
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、

一
度
ご
自
身
の
口
腔
状
態
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
と
糖
尿
病

先月の 吉沢富治夫 さん（上郷）からのリレー

こ
ざ
わ

き
ょ
う
こ

小
澤
恭
子
さ
ん
（
上
郷
）

そ
の
１８０

重
要
性
を
増
す
大
学
院
で
の
「
学
び
直
し
」

　
年
に
１
度
、政
策
研
究
大

学
院
大
学
に
設
置
さ
れ
て
い

る
科
目「
自
治
体
改
革
論
」で

講
義
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
科
目
を
選
択
し
て
い
る

大
学
院
生
は
、主
に
自
治
体

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
３０
代

の
若
手
職
員
で
す
。彼
ら
は

右
肩
下
が
り
の
時
代
に
も
対

応
し
得
る
政
策
立
案
能
力
を

身
に
付
け
る
た
め
、こ
こ
で

「
学
び
直
し
」を
し
て
修
士
の

学
位
を
取
得
し
、再
び
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
に
戻
っ
て
行

き
ま
す
。飯
田
市
の
職
員
に

も
こ
う
し
た「
学
び
直
し
」の

チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
、
一
昨
年

度
に
は
当
大
学
院
に
１
名
、

今
年
度
は
和
歌
山
大
学
大
学

院
に
１
名
派
遣
を
し
て
い
ま

す
。

　
政
府
は
今
次
の
新
た
な
経

済
対
策
の
一
環
と
し
て
、小

中
学
校
に
お
け
る
一
人
一
台

Ｐ
Ｃ
配
備
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
５・０（
超

ス
マ
ー
ト
社
会
）に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
を
進
め
る
た

め
、小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
加
速
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
が
、私
が

委
員
を
務
め
る
経
済
財
政
諮

問
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
も
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
は
、児
童・生
徒
の

学
び
方
も
大
き
く
変
わ
り
ま

す
が
、そ
れ
以
上
に
教
え
る

側
、す
な
わ
ち
、教
職
員
の
指

導
方
法
も
変
わ
り
ま
す
。そ

う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

指
導
方
法
を
習
得
し
て
い
る

教
職
員
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

状
況
で
、私
か
ら
は
大
学
院

で
の「
学
び
直
し
」も
含
め
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
携
わ
る
教
え

る
側
の
人
材
育
成
の
あ
り
方

を
抜
本
的
に
考
え
る
べ
き
、と

提
言
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
り
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
月
に
１
回
、
笑
い

ヨ
ガ
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
笑
い
ヨ

ガ
は
笑
い
の
体
操
で
、
世
界
１
１
０
カ

国
ほ
ど
に
広
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

普
段
、
大
声
を
あ
げ
て
笑
う
こ
と
は

数
え
る
く
ら
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
先

生
の
リ
ー
ド
で
や
る
と
、
フ
シ
ギ
・
フ

シ
ギ
。
顔
の
筋
肉
も
ほ
ぐ
れ
て
、
目
い

っ
ぱ
い
笑
え
て
体
も
動
か
せ
ま
す
。
ま

た
、
笑
い
ヨ
ガ
を
一
緒
に
や
る
仲
間
の

笑
顔
を
見
る
と
う
れ
し
く
な
っ
て
、
さ

ら
に
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
笑
い
の
伝

染
で
す
ね
。

笑
う
こ
と
は
、
心
と
体
に
良
い
効
果

が
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑
い

ヨ
ガ
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ワ
ク
ワ
ク
、
ニ
コ
ニ
コ
の
時
間
と
、
仲

間
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

きのした かける

木下　翔 さん
（遠山中３年）

４年ほど前、祖母の入院がきっかけとなり、
介護の仕事に興味を持つようになりました。祖
母は、足を骨折し手術をしたので、しばらく杖
が必要でした。一人で立ち上がるのが辛そうな
とき、僕が支えてあげると、祖母はうれしそう
に「ありがとう」と言ってくれました。その一
言で、僕は介護の仕事につきたいと思うようになりました。
僕が目指すのは介護福祉士です。この夢の実現のために進路をしっ

かりと考え、一日でも早く介護福祉士になって、たくさんの方の介護
をできるように頑張ります。

木村　巧
豊橋技術科学大学大学院２年

郷土を想う心が
「まち」をつくる

（茨城県猿島郡境町出身）

２０１９年９月に開催されたシャレット
ワークショップは、私にとって３回目の参
加となりました。（２０１７：松尾地区、２０
１８～２０１９：三穂地区）今年度は、昨年
度の成果を踏まえつつ、事前の現地見
学や住民の方との意見交換も経て、事
前に４つの課題が設定されました。私の
班では、三穂地区の公共交通（自家用車
以外）の現状と課題に向き合い、将来に
わたり地区の皆さんが持続的に暮らし
ていくためにどうすれば良いか、４日間
考え抜きました。この活動を通して、イン
ターネットから得られるような表面的な
知識や情報によるだけではなく、実際に
“現場”で“現物”を観察し、“現実”を認
識した上で課題解決を図る、“三現主
義”の重要性を改めて学ぶことができま
した。
活動全般にわたり親切かつ全面的に

ご協力いただいた三穂まちづくり委員
会や市職員の方々へ深く感謝するとと
もに、その郷土を想う姿勢が「まち」をつ
くることの素晴らしさを感じ、大変貴重
な経験となりました。

成果の発表風景

く き
市立病院　歯科口腔外科

久保  紀 莉子  医師

きむら たくみ

ぼ り こ
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春
草
の
名
画
の
秘
密
３

ー
複
製
画
で
探
る

　
菱
田
春
草
の
代
表
作
「
王
昭

君
」「
落
葉
」「
黒
き
猫
」「
武

蔵
野
」
の
複
製
画
と
、
座
光
寺

小
学
校
、
旭
ヶ
丘
中
学
校
で
行

っ
た
鑑
賞
学
習
の
成
果
を
展
示

し
ま
す
。

▼
会
期

２
月
１１
日
㈷
ま
で

▼
場
所

美
術
博
物
館

菱
田
春
草
記
念
室

▼
観
覧
料

一
般　
　
　
３
１
０
円

高
校
生　
　
２
０
０
円

中
学
生
以
下　
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

子
ど
も
美
術
学
校
作
品
展

　
令
和
元
年
度
の
子
ど
も
美
術

学
校
の
児
童
７１
人
の
作
品
６
テ

ー
マ
約
５
４
０
点
が
、
観
覧
料

無
料
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

▼
会
期

１
月
２３
日
㈭
〜
２
月
１１
日
㈷

▼
場
所

美
術
博
物
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
テ
ー
マ

○
友
だ
ち
の
顔
（
墨
絵
）

び
は
く
学
芸
祭

　
昨
年
７
月
の
「
自
然
と
文
化

展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
を
テ

ー
マ
に
、
新
た
に
展
示
に
加
わ

っ
た
研
究
の
成
果
を
２
人
の
学

芸
員
が
発
表
し
ま
す
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
、
美
術
・
人
文

・
自
然
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
各

部
門
の
職
員
や
関
連
団
体
の

方
々
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時

２
月
２
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
〜
５
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
内
の
講
堂
、
自

然
と
文
化
展
示
室
、
ロ
ビ
ー

▼
講
演
１

○
テ
ー
マ

２
９
０
０
ｍ
の
標
高
差
が
育

ん
だ
伊
那
谷
の
生
物
多
様
性

○
講
師

四
方
圭
一
郎

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

▼
講
演
２

○
テ
ー
マ

仏
教
関
係
の
文
化
財
を
め
ぐ

る
現
況
と
今
後

○
講
師

織
田
顕あ

き
ゆ
き行

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

※
発
表
の
聴
講
に
は
、
展
示
観

覧
券
（
大
人
１
５
０
円
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
場
使
用
抽
選
会

　
美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化

芸
術
活
動
の
発
表
の
場
で
す
。

令
和
２
年
度
の
抽
選
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
飯
田
下
伊
那
に
住
所
が
あ
る

個
人
ま
た
は
団
体

○
龍
の
登
場
だ
（
墨
絵
）

○
線
が
つ
く
っ
た
形
か
ら
思
い

つ
い
た
（
ア
ル
ミ
針
金
）

○
我
が
家
の
狛こ

ま
い
ぬ犬
（
陶
芸
）

○
色
を
重
ね
て
思
い
を
広
げ
て

（
木
版
画
）

○
で
こ
ぼ
こ
広
場
に

（
段
ボ
ー
ル
版
に
貼
る
）

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

○
自
然
、
人
文
、
美
術
お
よ
び

文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
活

動
の
発
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
こ
と

▼
日
時

２
月
２
日
㈰　
午
前
１０
時
〜

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
使
用
で
き
る
期
間　

６
日
間
の
使
用
が
原
則

※
区
分
け
は
あ
ら
か
じ
め
美
術

博
物
館
で
設
定
し
ま
す
。

▼
使
用
料
な
ど

使
用
料　
２
５
０
０
円
／
日

冷
暖
房
費　
７
５
０
円
／
日

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８



２０２０.１.１［広報いいだ］11

２
０
２
０
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
の
実
施

　
農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
２

年
２
月
１
日
現
在
の
農
林
業
に

関
す
る
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
５
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
る
統
計
調
査
で
、
農

林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造

な
ど
の
実
態
と
そ
の
変
化
を
明

ら
か
に
す
る
目
的
で
行
い
ま
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農

農
業
の
担
い
手
と
語
る
会

　
活
力
あ
る
地
域
農
業
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
持
つ

農
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
共
通
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
す
。

▼
対
象

農
業
者
、
地
域
農
業
に
関
わ

る
方
、
農
業
に
関
心
が
あ
る

方
▼
日
時

２
月
３
日
㈪

午
後
３
時
〜
５
時
１０
分

▼
場
所

市
役
所
本
庁
Ｃ
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
〜
３
１
３
会
議
室

▼
内
容
、
テ
ー
マ

○
全
体
会

ス
マ
ー
ト
農
業

○
分
科
会

z
第
１
分
科
会

身
近
な
農
業
経
営
の
課
題

z
第
２
分
科
会

農
業
経
営
の
広
が
り

z
第
３
分
科
会

農
業
の
魅
力
と
農
業
を
と
お

し
た
交
流

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切

　
１
月
２４
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
農
業
課　
農
村
振
興
係

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

○
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

　
狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び
初
心

者
狩
猟
免
許
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
狩
猟
に
興
味
の
あ
る

方
や
野
生
鳥
獣
で
お
困
り
の
方

な
ど
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
新
た

に
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ
る
方

に
は
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
狩
猟
免
許
試
験

○
試
験
日

　
２
月
２２
日
㈯

○
場
所

　
飯
田
合
同
庁
舎

○
手
数
料

受
験
し
よ
う
と
す
る
免
許
の

種
類
１
件
に
つ
き
５
２
０
０

円
※
既
に
他
の
免
許
を
所
持
し
て

い
る
場
合
は
３
９
０
０
円

▼
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習

会　
○
期
日

　
２
月
１５
日
㈯

○
場
所

　
飯
田
合
同
庁
舎

○
受
講
料

３
４
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
）

○
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
申
込
受
付
期
間

１
月
２０
日
㈪
〜
３１
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
試
験
・
講
習
会
に
つ
い
て

南
信
州
地
域
振
興
局

林
務
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
２
３

○
助
成
制
度
に
つ
い
て

農
業
課

内
線
４
８
１
２

児
童
扶
養
手
当

１
月
期
支
給
日

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
令
和
元
年
１１
月
〜
１２

月
分
を
、
申
請
さ
れ
た
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
令
和
元
年
１１
月
分
以
降
の
手

当
金
額
を
計
算
す
る
た
め
に

は
、「
現
況
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。
該
当
の
方
に
は

案
内
の
通
知
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者

（
ひ
と
り
親
家
庭
と
し
て
申

請
、
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
支
給
日

　
１
月
１０
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
家
庭
係

　
内
線
５
７
３
８

林
業
関
係
者
の
お
宅
に
伺
い
、

調
査
票
の
記
入
に
つ
い
て
お
願

い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
文
書
課　
統
計
係

　
内
線
２
１
１
４

１月１５日号は休刊です
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女
性
限
定

合
同
会
社
説
明
会

　
長
野
県
で
は
、
再
就
職
を
希

望
す
る
女
性
の
た
め
の
企
業
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
飯
田
下

伊
那
地
域
の
企
業
の
人
事
担
当

者
か
ら
、
仕
事
内
容
や
職
場
の

様
子
を
個
別
に
聞
け
て
、
求
人

に
応
募
が
で
き
る
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

転
職
や
再
就
職
を
お
考
え
の

女
性
、
子
ど
も
を
預
け
て
再

就
職
を
お
考
え
の
女
性

（
年
齢
不
問
）

▼
日
時

２
月
１５
日
㈯

午
前
１０
時
３０
分
〜

午
後
０
時
３０
分

▼
場
所

　
エ
ス
・
バ
ー
ド

※
事
前
予
約
不
要
、
参
加
費
無

料
で
す
。

※
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

お
子
様
連
れ
や
ご
家
族
で
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
信
州
地
域
振
興
局

商
工
観
光
課　
就
業
支
援
員

（
原
）

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

※
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付

　
「
令
和
２
年
度
大
学
入
学
者

選
抜
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
」
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
試
験
当
日
は
、
試
験
場
周
辺

の
道
路
で
受
験
生
の
送
迎
に
よ

る
交
通
渋
滞
の
発
生
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
静
穏
な
環
境
で
試
験

が
円
滑
に
実
施
で
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
試
験
日

１
月
１８
日
㈯
・
１９
日
㈰

▼
試
験
場

　
飯
田
高
等
学
校

▼
問
い
合
わ
せ

信
州
大
学

学
務
部　
入
試
課

☎
０
２
６
３（
３
７
）２
１
９
２

セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
に
対

す
る
ご
協
力
の
お
願
い

Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ 

ｕ
ｓ
！

い
い
だ
Ｌ
ｉ
ｂ

　
図
書
館
を
構
成
す
る
た
め
の

大
事
な
仕
事
「
選
書
（
本
を
選

ぶ
こ
と
）」。
図
書
館
の
選
書

方
法
を
知
っ
て
、
実
際
に
本
屋

さ
ん
で
図
書
館
に
入
れ
た
い
本

を
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
選
書

の
後
は
、
自
分
で
選
ん
だ
本
を

お
勧
め
す
る
ポ
ッ
プ
を
作
っ
て

掲
示
し
ま
す
。
中
学
生
の
皆
さ

ん
、
一
緒
に
図
書
館
を
つ
く
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

飯
田
市
在
住
ま
た
は
在
学
の

中
学
生

▼
日
時

１
月
２５
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

▼
場
所

　
中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
定
員　
１０
人

「
日
本
語
教
室
わ
い
わ
い
サ

ロ
ン
」
発
表
会
、
交
流
会

　
「
日
本
語
教
室
わ
い
わ
い
サ

ロ
ン
」
で
日
本
語
を
学
ん
で
き

た
外
国
人
の
方
々
が
、
学
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

他
の
日
本
語
教
室
な
ど
と
の
交

流
会
も
行
い
ま
す
。

▼
対
象

○
外
国
の
文
化
や
国
際
交
流
、

日
本
語
教
育
に
興
味
が
あ
る

方
○
日
本
語
を
学
習
し
て
い
る
外

国
人
や
そ
の
家
族

※
出
身
、
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
日
時

２
月
２
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時
４５
分

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
〜
３
１
３
会
議
室

▼
内
容

○「
日
本
語
教
室
わ
い
わ
い
サ

ロ
ン
」
の
活
動
で
制
作
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

○
飯
田
下
伊
那
地
域
の
日
本
語

教
室
、
外
国
語
教
室
の
活
動

紹
介
や
多
文
化
交
流
会

（
軽
食
あ
り
）

▼
参
加
費

１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

▼
定
員

　
各
４０
人

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
公
民
館

学
習
支
援
係

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２

▼
申
込
方
法

中
央
・
鼎
・
上
郷
図
書
館
の

窓
口
ま
た
は
中
央
図
書
館
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切　
１
月
２１
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

使
用
期
限
は
２
月
末
日

　
飯
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
市
内
取
扱
店
で
使
用
で
き

る
期
限
は
２
月
末
日
で
す
。

　
す
で
に
購
入
済
み
の
商
品
券

は
交
換
・
返
金
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
使
用
期

限
内
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
期
限
後
は
、
飯
田
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
は
無
効
と
な
り
、

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
使
用
期
限　
２
月
２９
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当

内
線
５
７
２
８

令
和
２
年
度
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出

　
令
和
元
年
（
平
成
３１
年
）
中

に
給
与
・
賃
金
な
ど
の
支
払
い

が
あ
っ
た
事
業
主
の
方
（
会
社

な
ど
）
は
、
従
業
員
（
受
給

者
）
が
令
和
２
年
１
月
１
日
現

在
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
に

「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
報
告
対
象
と
な
る
従
業
員

令
和
元
年
（
平
成
３１
年
）
中

に
給
与
な
ど
を
支
払
っ
た
全

て
の
従
業
員

※
青
色
事
業
専
従
者
、
中
途
退

職
者
、
短
期
雇
用
者
（
パ
ー

ト
、
臨
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
）
も
含
み
ま
す
。

▼
提
出
の
際
の
注
意
点

原
則
全
て
の
事
業
主
の
皆
さ

ん
に
従
業
員
の
市
・
県
民
税

を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
普
通
徴
収
の
対

象
者
が
い
る
場
合
は
、「
普

通
徴
収
切
替
理
由
書
」
を
、

「
給
与
支
払
報
告
書
」
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

従
業
員
の
令
和
２
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町

村
▼
提
出
期
限

　
１
月
３１
日
㈮

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
も
可
能
で
す
。

詳
細
は
地
方
税
共
同
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
市
民
税
係

内
線
５
１
６
６

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

令
和
２
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告

　
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

市
内
に
所
有
す
る
償
却
資
産
に

つ
い
て
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
状
況
を
１
月
末
ま
で
に
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
１２
月
上
旬
に
、
令

和
２
年
度
償
却
資
産
申
告
書
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
申
告
書

に
同
封
の
「
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
申
告
の
手
引
」
を
参

考
に
、
期
限
内
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場

合
や
昨
年
と
変
更
が
な
い
場

合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
償
却
資
産
と
は

事
業
を
営
む
個
人
や
法
人
が
、

そ
の
事
業
に
使
用
す
る
た
め

に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
運
搬
具
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
い

い
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
や
、
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の

は
除
き
ま
す
。

○
償
却
資
産
の
一
例

広
告
塔
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
農
機
具
類

（
小
型
特
殊
自
動
車
は
除

く
）、
門
な
ど
の
外
構
、
駐

車
場
な
ど
の
舗
装
路
面
、
太

陽
光
発
電
設
備
な
ど

▼
申
告
書
に
つ
い
て

事
業
開
設
届
や
調
査
を
基
に

償
却
資
産
申
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
で
償
却
資
産
申
告

書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
方

は
、
税
務
課
資
産
税
家
屋
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

税
務
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
（
橋
北
、
橋
南
、
羽
場
、

丸
山
、
東
野
地
区
を
除
く
）

▼
申
告
期
限　
１
月
３１
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
資
産
税
家
屋
係

内
線
５
１
７
８

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
の
ご
活
用
を

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
混
雑

す
る
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

に
出
向
か
な
く
て
も
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
２４
時
間
い
つ
で
も
申
告

書
を
作
成
で
き
ま
す
。

　
作
成
し
た
申
告
書
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
送
信
、
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
送
信
）、
印
刷
し
て
郵

送
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出

い
た
だ
け
ま
す
。

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
お

近
く
の
税
務
署
で
５
分
程
度
で

発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｄ

・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
え
ば
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち

で
な
く
て
も
、
ご
自
宅
な
ど
か

ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
簡
単
に
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行
の

際
、
税
務
署
で
職
員
と
対
面

に
よ
る
本
人
確
認
が
必
要
で

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は

暫
定
的
な
対
応
で
す
。
お
早

め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
税
務
署

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
７

１月１５日号は休刊です



生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係 内線３７３２
問い合わせ・申し込み

１月の“月いちウオーキング”情報
「神社まわりウォーク」と題して、神社まわ
りをしながらウオーキングを楽しみます。
（約７ｋｍ）
z日時／１月１９日㈰

８：００（集合）～１１：００頃
z集合場所／飯田文化会館
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第
１４
回
飯
田
市
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
」
に
参
加
し
て
い
る

市
内
中
学
校
の
代
表
生
徒
１３
人

が
、
年
５
回
の
育
成
講
座
や
各

学
校
の
体
験
学
習
な
ど
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
、
働
く

こ
と
の
意
味
や
地
域
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
発
表
し
、
会
場
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　
司
会
、
会
場
設
営
、
受
付
な

ど
の
運
営
も
生
徒
た
ち
が
全
面

的
に
行
い
ま
す
。

▼
日
時

１
月
１８
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

※
受
付
／
午
後
０
時
３０
分
〜

▼
場
所

鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
活
動
発
表
①

結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

活
動
発
表

〇
フ
リ
ー
ト
ー
ク
①

「
働
く
こ
と
」「
地
域
と
関

わ
る
こ
と
」
に
つ
い
て

〇
活
動
発
表
②

z
竜
丘
小
学
校
の
発
表

z
松
川
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
の
発
表

○
フ
リ
ー
ト
ー
ク
②

「
自
分
は
ど
う
生
き
て
い
く

か
（
夢
を
語
ろ
う
）」

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

地
育
力
向
上
係

内
線
３
７
４
５

飯
田
運
動
公
園
施
設
利
用

申
し
込
み
の
受
付
開
始

　
飯
田
運
動
公
園
の
県
営
野
球

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
令
和
３
年

３
月
ま
で
の
利
用
申
し
込
み
の

受
付
を
始
め
ま
す
。

▼
一
斉
受
付
（
抽
選
）
日
時

１
月
３１
日
㈮

午
後
７
時
〜
８
時

※
午
後
７
時
か
ら
１
回
目
の
抽

選
を
行
い
ま
す
。

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
〜
３
１
２
会
議
室

※
一
斉
受
付
日
以
降
は
、
通
常

ど
お
り
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課
窓
口
に
て
、
平
日
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５

分
の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

内
線
３
７
３
３

世
界
寺
子
屋
運
動
３０
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
礼

　
１１
月
３０
日
に
飯
田
ユ
ネ
ス
コ

協
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
に

じ
い
ろ
雲
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

は
、
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
来

場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
台
風
被
害
義
援
金
、

世
界
寺
子
屋
運
動
支
援
へ
の
募

金
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
各
方
面
に
早
急
に
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

地
育
力
向
上
係

内
線
３
７
４
５

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運

動
」
の
支
援
と
し
て
、
書
き
そ

ん
じ
ハ
ガ
キ
を
集
め
、
発
展
途

上
国
の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
人
々
へ
の
教
育
支
援
活
動

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

▼
教
育
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

世
界
に
は
、
貧
困
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
学
校
に

通
え
な
い
子
ど
も
（
６
歳
〜

１４
歳
）
が
約
１
億
２
４
０
０

万
人
、
学
校
に
行
け
な
か
っ

た
た
め
文
字
の
読
み
書
き

が
で
き
な
い
大
人
が
約

７
億
５
０
０
０
万
人
も
い
ま

す
。
世
界
の
１５
歳
以
上
の
お

よ
そ
６
人
に
１
人
は
読
み
書

き
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
ハ
ガ
キ
が
文
房
具
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
１１
枚
の

ハ
ガ
キ
で
１
人
が
ひ
と
月
学

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
枚
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間

２
月
２８
日
㈮
ま
で

▼
回
収
方
法

市
役
所
総
合
案
内
、
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、
り
ん
ご

庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、

各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
各

公
民
館
、
図
書
館
へ
お
届
け

く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。

※
収
集
は
投と

う
か
ん函
前
の
ハ
ガ
キ
に

限
り
ま
す
。

※
書
き
間
違
え
た
ハ
ガ
キ
の
ほ

か
に
、
未
使
用
の
ハ
ガ
キ
、

所
得
申
告
前
に
高
額
療

養
費
の
支
給
申
請
を

　
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
高

額
な
医
療
費
を
ご
負
担
さ
れ
、

医
療
費
控
除
と
し
て
申
告
に
使

用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
高

額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
し
て

か
ら
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
課　
国
保
係

内
線
５
５
２
２

未
使
用
の
切
手
、
未
使
用
の

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
図
書

券
な
ど
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

地
育
力
向
上
係

内
線
３
７
４
５
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美
博
の
自
然
講
座

　
群
馬
県
み
な
か
み
町
で
１５
年

間
取
り
組
ん
で
い
る
官
民
協
働

の
森
林
管
理
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
、
そ
の
中
で
進
め
る

イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境
復
元
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

イ
ヌ
ワ
シ
の
舞
う
森
を
未
来

美
博
の
講
話

「
子
ど
も
の
絵
の
見
方
」

　
子
ど
も
美
術
学
校
の
作
品
を

見
な
が
ら
、
作
品
の
見
ど
こ
ろ

や
子
ど
も
の
思
い
を
読
み
取
り

ま
す
。

▼
日
時

２
月
１１
日
㈷

午
後
３
時
〜
４
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

手
塚
俊と

し
な
お尚
（
美
術
博
物
館
専

門
研
究
員
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
術
博
物
館
館
長
に
よ

る
美
博
日
本
画
講
座

　
今
後
の
日
本
画
制
作
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
初
心
者

か
ら
経
験
者
ま
で
参
加
で
き
ま

す
。
題
材
は
風
景
、
人
物
、
静

物
な
ど
自
由
。
箔は

く

を
使
っ
た
表

現
も
含
め
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
指
導
を
行
う
日
本
画
の

講
座
で
す
。

▼
対
象

日
本
画
初
心
者
か
ら
経
験
者

▼
日
時
（
全
４
回
）

○
２
月
１５
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
４０
分

○
２
月
１６
日
㈰

午
前
９
時
４０
分
〜
４
時
４０
分

○
３
月
７
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
４０
分

○
３
月
８
日
㈰

午
前
９
時
４０
分
〜
４
時
４０
分

▼
場
所

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
講
師

滝
沢
具と

も
ゆ
き幸

（
日
本
画
家
、
美
術
博
物
館

館
長
）

▼
定
員　
２０
人

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▼
受
講
料

２
０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

日
本
画
経
験
の
程
度
を
明
記

の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
２
月
１１
日
㈷

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
３
４

追
手
町
２
―
６
５
５
―
７

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

０
２
６
５（
２
２
）５
２
５
２

天
文
講
座
「
飯
田
下
伊

那
の
星
語
り
」

　
生
田
村
（
現
松
川
町
）
出
身

で
、
こ
の
地
域
に
郷
立
大
学
の

設
立
を
目
指
し
た
宮
澤
芳よ

し
じ
ゅ
う重
。

そ
の
一
歩
が
、
図
書
館
の
充
実

と
飯
田
高
校
天
文
台
の
設
立
で

し
た
。

　
夢
の
実
現
の
た
め
に
清
貧
生

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
豊
か

な
自
然
・
文
化
・
歴
史
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
結
納
品
、

ご
祝
儀
袋
、
お
正
月
飾
り
…
。

縁
起
物
に
は
欠
か
せ
な
い
「
水

引
」
の
こ
と
、
皆
さ
ん
は
ど
の

く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ

の
講
座
で
は
、
飯
田
が
日
本
に

誇
る
伝
統
工
芸
「
水
引
」
に
つ

い
て
、
そ
の
歴
史
や
現
代
の
活

用
法
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

水
引
〜
伝
統
工
芸
が
結
ぶ
人

と
ま
ち
〜

▼
日
時

　
１
月
１９
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

○
岩
原
克
典
さ
ん
（
飯
田
水
引

協
同
組
合
理
事
長
）

○
田
中
雅
孝
（
歴
史
研
究
所
調

査
研
究
員
）

第
２
回
「
伊
那
谷
の
自
然

と
文
化
」
学
び
あ
い
講
座

▼
受
講
料

３
０
０
円

（
水
引
を
使
っ
て
し
お
り
を

作
り
ま
す
。）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
５
４

へ
引
き
継
ぐ

▼
日
時

２
月
８
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

出
島
誠
一
さ
ん

（
日
本
自
然
保
護
協
会
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

活
を
貫
い
た
生
涯
と
、
こ
の
地

域
で
の
天
文
観
測
・
研
究
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

宮
澤
芳
重
と
天
文
台

▼
日
時

１
月
２５
日
㈯

午
後
４
時
〜
５
時　

▼
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
講
師

奥
村
茂
実
さ
ん
（
飯
田
御
月

見
天
文
同
好
会
）

▼
定
員

　
９０
人

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。
当
日

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

１月１５日号は休刊です



ムトスまちづくり推進課 空家等対策係　内線 544２

お住まいの家が将来

zお住まいの家のことを、
ご家族で相談しましょう。

z相続登記しないまま放置し
相続関係が複雑になり処分などに困っている
空き家が増えています。

z周辺の皆さんに迷惑をかけている
空き家が増えています。

お住まいの家が将来
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声
の
お
便
り
を

届
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
地
元
の
広
報
紙
な
ど
を
音
訳

し
、
目
の
不
自
由
な
方
に
声
の

お
便
り
と
し
て
届
け
て
み
ま
せ

ん
か
？
こ
の
講
座
で
は
、
音
訳

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
技
術
や

方
法
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時

１
月
２４
日
㈮
、
３１
日
㈮
、

２
月
７
日
㈮
、
１４
日
㈮
、

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
場
所

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３
階

第
１
・
２
講
習
室

▼
定
員

　
２０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
受
講
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
な
い
方
は
、
任
意
の
用
紙

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
電

話
番
号
）、
年
齢
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
１
月
１５
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課　
障
害
福
祉
係

内
線
５
７
１
５

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３

音
訳
入
門
講
座

歴
史
研
究
所
地
域
史
講
座

　
江
戸
時
代
よ
り
、
天
竜
川
を

め
ぐ
っ
て
右
岸
の
時
又
村
・
下

川
路
村
と
左
岸
の
今
田
村
と
の

間
で
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し

た
。
河
原
の
利
用
な
ど
に
注
目

し
て
、
そ
の
背
景
を
探
り
ま
す
。

生
活
に
関
わ
る

税
務
セ
ミ
ナ
ー

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
生
活
に
関
わ
る
税
知
識
を

習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
税

理
士
に
よ
る
講
話
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

は
じ
め
て
の
相
続
〜
で
き
る

だ
け
専
門
用
語
を
使
わ
な
い

相
続
税
の
は
な
し
〜

▼
日
時

１
月
２４
日
㈮

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

会
議
室

▼
講
師

　
聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方
を
講

師
に
迎
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
手
話
を

基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

▼
日
時

１
月
２８
日
㈫
、
２
月
４
日
㈫
、

１８
日
㈫
、
２５
日
㈫
、

３
月
３
日
㈫
（
全
５
回
）

午
後
７
時
〜
９
時

▼
場
所

上
郷
公
民
館

会
議
室
１
０
３
号

▼
定
員　
２０
人
程
度

▼
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
受
講
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
教
室

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室

き
な
い
方
は
、
任
意
の
用
紙

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
電

話
番
号
）、
年
齢
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課　
障
害
福
祉
係

内
線
５
７
１
５

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３

橋
本
幸
二
郎
さ
ん
（
安あ

ん
じ
ょ
う
ふ
み

静
章

雄お

税
理
士
事
務
所
）

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

▼
テ
ー
マ

天
竜
川
を
め
ぐ
る
村
む
ら
の

争
い
―
旧
川
路
村
役
場
文
書

を
素
材
に
―

▼
日
時

２
月
１
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所

川
路
公
民
館
大
会
議
室

▼
講
師

羽は

だ田
真
也

（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０



職種 募集予定
人数 勤務地 勤務時間など 賃金・手当など

保育士
（フルタイム）（※）２５人程度

市 内 公 立１６園

７：３０～１９：００のうち７時間４５分
勤務時間は各園による　
※土曜保育の交代勤務あり

月額 １６０,１００～１６５,９００円
通勤距離により通勤手当を
支給

保育士
（パートタイム）
（朝および夕方の長
時間保育、障がい
のある児童の保育）

３５人程度
７：３０～１９：００のうち４～７時間
勤務時間は各園による
※土曜保育の交代勤務あり

時額 １,００７円　
通勤距離により通勤手当を
支給

保育士
（フルタイム）（※）
（クラス担任）

若 干 人 こども発達センター
ひまわり ８：３０～１７：１５

月額 １６５,９００円
通勤距離により通勤手当を
支給

調理員
（パートタイム） ４人程度 市 内 公 立１６園

８：３０～１６：１５のうち４～７時間
勤務時間は各園による
※土曜保育の交代勤務あり

時額 ９７４円
通勤距離により通勤手当を
支給

※勤務条件により社会保険、雇用保険、労働災害保険の適用あり。
　ただし、フルタイムの保育士で退職手当の支給対象となる場合、雇用保険は非加入となります。

非常勤職員（保育士、調理員）　募集内容
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「
域
産
域
消
の
食
育
店
」

募
集

　
南
信
州
地
域
で
生
産
さ
れ
た

農
林
水
産
物
や
加
工
品
を
積
極

的
に
使
っ
て
、
地
域
内
外
に
食

文
化
を
発
信
す
る
店
舗
を
「
飯

田
市
域
産
域
消
の
食
育
店
」
と

し
て
認
定
し
ま
す
。

▼
応
募
要
件

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ

と
○
市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
営
業
実
績
が
あ
る
こ

と
○
南
信
州
産
の
食
材
を
積
極
的

に
活
用
し
た
料
理
・
商
品
を

通
年
で
提
供
し
て
い
る
こ
と

○
域
産
域
消
の
食
育
事
業
と
し

て
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
協
力

す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

○
域
産
域
消
の
食
育
事
業
に
関

す
る
広
告
宣
伝
を
推
進
す
る

こ
と

▼
審
査

提
出
い
た
だ
い
た
申
請
書
に

基
づ
き
、
店
舗
へ
の
聞
き
取

り
を
実
施
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

所
定
の
様
式
に
記
入
し
、
持

参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
締
切

　
１
月
３１
日
㈮
（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

○
〒
３
９
５
―
０
８
１
７

鼎
東
鼎
２
８
１

農
業
課　
生
産
振
興
係

内
線
４
８
１
１

○
〒
３
９
５
―
０
０
４
４

本
町
１
丁
目
１５

保
健
課　
保
健
指
導
係

内
線
５
３
０
４

域
産
域
消
の
食
育
店　

募
集

　
子
育
て
支
援
課
で
は
、
４
月

１
日
付
採
用
予
定
の
非
常
勤
職

員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
す
る
職
種
と
資
格
要
件

○
保
育
士

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
令
和
２
年
３
月
末
日

ま
で
に
保
育
士
資
格
を
取
得

見
込
み
の
方

○
調
理
員　
な
し

▼
募
集
内
容　
下
表
の
と
お
り

▼
試
験
方
法

○
一
次
選
考　
書
類
審
査

○
二
次
選
考　
面
接
試
験

※
一
次
選
考
結
果
お
よ
び
面
接

日
時
は
、
後
日
応
募
者
に
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を

貼
付
し
、「
本
人
希
望
欄
」

ま
た
は
欄
外
に
希
望
職
種
を

記
入
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵

送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
希
望
の
場
合
は
保
育

士
証
の
写
し
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

１
月
６
日
㈪
〜
３１
日
㈮

（
必
着
）

※
持
参
の
場
合
は
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
受
付

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

○
〒
３
９
５
―
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

子
育
て
支
援
課　
保
育
係

内
線
５
７
３
６

○
〒
３
９
５
―
0
8
2
1

松
尾
新
井
5
9
3
3
―
2

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
ひ
ま

わ
り

☎
０
２
６
５（
２
３
）６
０
９
７

非
常
勤
職
員（
保
育
士
、

調
理
員
）
の
募
集

１月１５日号は休刊です



職　種
（勤務地）

募集予定
人数

応募要件
（見込み含む）

勤務内容、勤務時間など
（Ｈ３１.４.１現在）

賃金、手当など
（Ｒ２.４.１時点）

児 童 支 援 員
（児童館・
児童センター・
児童クラブ）

若干人

次のいずれかに該当する者
１ 保育士資格を有する者
２ 社会福祉士資格を有する者
３ 幼稚園教諭免許取得者
４ 教員免許取得者
５ 大学の社会福祉学、心理学、
教育学、社会学、芸術学、
または体育学を専修する学
科を卒業した者

６ 高等学校卒業者で放課後児
童健全育成事業に類似する
事業に２年以上従事した者

放課後、土曜日および長期休暇中の
学童保育
勤務時間は次のいずれか
①【月～金曜日】　
　１３：００～１８：３０
　【土曜日】　　　
　午前または午後の５時間
②【月～金曜日】　
　１４：００～１８：３０
　【土曜日】　　　
　午前または午後の６時間
※①・②共に学校休業日（長期休暇
　など）は午前勤務の場合あり

時給
１,００７円

代替・補助員
（児童館・
児童センター・
児童クラブ）

若干人 な し 要 相 談 時給
９３４円

通
勤
手
当
な
ど

非常勤職員（児童支援員、補助員）　募集内容
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環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

募
集

　
ご
み
の
分
別
・
削
減
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然

保
護
、
景
観
、
公
害
対
策
な
ど

の
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
さ
ま
ざ

ま
な
場
に
お
い
て
、
講
師
、
指

導
者
な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
飯
田
市
ま
た
は
そ
の
周
辺
区

域
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以
上

の
方

○
環
境
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
ま
た
は
技
術
を
持
ち
、
そ

の
説
明
ま
た
は
指
導
が
で
き

る
方

○
飯
田
市
の
環
境
施
策
に
つ
い

て
理
解
が
あ
る
方

○
健
康
で
活
動
が
で
き
る
方

▼
募
集
人
数　
１０
人
前
後

▼
登
録
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和

４
年
３
月
３１
日
（
２
年
間
）

▼
応
募
方
法

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
原
稿
用
紙
そ
の
他
必

要
な
書
面
を
送
付
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

１
月
１０
日
㈮
〜
２
月
２１
日
㈮

▼
登
録
の
決
定

書
面
審
査
の
上
、
面
接
を
実

施
し
て
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
環
境
保
全
係

内
線
５
４
６
３

　
市
で
は
、
保
護
者
の
就
労
に

よ
り
放
課
後
に
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
、
登
録
制
で
お
預

か
り
す
る
児
童
館
・
児
童
セ
ン

タ
ー
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
登
録
さ

れ
た
児
童
は
、
児
童
支
援
員
が

中
心
と
な
っ
て
見
守
り
ま
す
。

　
児
童
館
な
ど
で
勤
務
し
て
い

た
だ
く
非
常
勤
職
員
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

〇
明
る
く
楽
し
く
元
気
に
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ

け
る
、
子
ど
も
好
き
な
方

〇
お
持
ち
の
資
格
を
有
効
活
用

し
た
い
方
、
子
育
て
が
一
段

落
さ
れ
た
方
、
時
間
を
有
効

利
用
さ
れ
た
い
方
な
ど

▼
募
集
内
容　
下
表
の
と
お
り

※
勤
務
内
容
、
勤
務
時
間
な
ど

非
常
勤
職
員
（
児
童
支
援

員
、
補
助
員
）
の
募
集

は
、
平
成
３１
年
４
月
１
現
在

の
内
容
で
あ
り
、
今
後
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
任
期
は
最
長
で
令
和
３
年
３

月
３１
日
ま
で
で
あ
り
、
再
度

の
任
用
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
条
件
あ
り
）。

※
勤
務
時
間
や
勤
務
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

配
慮
し
ま
す
。

※
事
前
に
現
地
見
学
や
体
験
な

ど
が
可
能
で
す
。

▼
試
験
方
法

○
一
次
選
考　
書
類
審
査

○
二
次
選
考　
面
接
試
験

▼
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を

貼
付
し
、「
本
人
希
望
欄
」

ま
た
は
欄
外
に
希
望
職
種
を

記
入
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵

送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

　
１
月
３１
日
㈮
（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

学
校
教
育
課　
保
健
給
食
係

内
線
３
７
１
５



職種 募集予定
人数

応募資格など
（見込み含む） 業務内容 勤務時間 賃金、手当など

図 書 館 司 書 ６人

○司書または司書教諭
○普通自動車運転免許
（ＡＴ限定可）
○パソコン（ワード、
エクセル、インター
ネットでの情報検
索）ができる方

○カウンター業務
（図書の貸出・
返却など）
○調査相談業務
○図書などの受入
業務

①８：３０～１７：１５
②９：３０～１８：１５
③１１：３０～２０：１５
（①～③のシフト勤務）
週休２日
※月曜休み
※土・日曜日、祝日の
勤務、時間外勤務あり

月額 １５７,６００円
（週３８.７５時間勤務）
規定により通勤
手当、期末手当
あり

事 務 補 助
（パートタイム） １人

○普通自動車運転免許
（ＡＴ限定可）
○パソコン（ワード、
エクセル、インター
ネットでの情報検
索）ができる方

図書館業務の
事務補助

週のうち
８：３０～１７：１５が４日
４.２５時間が１日
週休２日
※月曜休み
※土・日曜日、祝日の
勤務、時間外勤務あり

月額 １３２,９０３円
（週３５.２５時間勤務）
規定により通勤
費用弁償、期末
手当あり

非常勤職員（図書館司書、事務補助）　募集内容
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長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
生

き
生
き
と
生
活
す
る
た
め
の
幅

広
い
分
野
で
の
学
習
・
実
践
を

行
い
ま
す
。

▼
飯
伊
学
部
（
一
般
コ
ー
ス
）

○
対
象

お
お
む
ね
５０
歳
以
上
で
県
内

在
住
の
方

※
以
前
に
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

を
卒
業
さ
れ
た
方
も
入
学
で

き
ま
す
。

○
主
な
学
習
場
所

　
県
飯
田
合
同
庁
舎

○
学
習
分
野　

知
識
や
教
養
の
講
座
、
趣
味

と
健
康
づ
く
り
の
実
技
、
社

会
活
動
の
実
践
な
ど

○
学
習
期
間　
２
年
間

（
１
日
４
時
間
×
１８
日
／
年
）

○
定
員

　
７０
人

○
授
業
料

年
間
１
万
２
０
０
０
円

※
改
定
さ
れ
る
場
合
あ
り

※
教
材
費
、
自
治
会
活
動
費
は

別
途

○
応
募
方
法

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
、
市
役
所
長
寿
支
援
課
ま

た
は
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

（
橋
北
、
橋
南
、
羽
場
、
丸

山
、
東
野
地
区
は
各
公
民

館
）
に
用
意
し
て
あ
る
願
書

に
記
入
し
、
各
窓
口
に
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間

　
２
月
３
日
㈪
〜
３
月
１６
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

○
入
学
者
の
決
定

３
月
下
旬
に
飯
田
保
健
福
祉

事
務
所
か
ら
通
知
し
ま
す
。

▼
長
野
学
部
（
専
門
コ
ー
ス
）

○
目
的

地
域
課
題
を
解
決
す
る
専
門

的
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
実

践
者
と
し
て
活
動
し
よ
う
と

す
る
人
材
の
養
成

○
対
象　

お
お
む
ね
５０
歳
以
上
で
県
内

在
住
の
方

○
定
員

　
３０
人　
　

○
授
業
料　
　

　
年
間
２
万
６
０
０
０
円

※
改
定
さ
れ
る
場
合
あ
り

○
募
集
期
間

　
２
月
３
日
㈪
〜
２８
日
㈮

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

学
生
募
集

　
４
月
１
日
付
採
用
予
定
の
非

常
勤
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　
下
表
の
と
お
り

▼
試
験
方
法

○
一
次
選
考　
書
類
審
査

○
二
次
選
考

面
接
試
験
（
２
月
上
旬
）

▼
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を

貼
付
し
、「
本
人
希
望
欄
」

ま
た
は
欄
外
に
希
望
職
種
を

記
入
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵

送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

１
月
３１
日
㈮
（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
0
0
3
4 

追
手
町
2
―
6
7
7
―
3

中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

（
月
曜
休
館
）

非
常
勤
職
員
（
図
書
館
司

書
、
事
務
補
助
）
の
募
集

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
9
5
―
0
0
3
4

追
手
町
2
―
6
7
8

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
６
４

１月１５日号は休刊です



コース 定員 訓練カリキュラム 募集締切

介護福祉士養成科 １５人
飯田女子短期大学にて
一般学生と同様の講義を受講 ３月４日㈬保育士養成科 ５人

栄養士養成科 ５人

ＩＴ人材養成科 ５人 飯田コアカレッジにて
一般学生と同様の講義を受講 ３月９日㈪

飯田技術専門校民間活用委託訓練生　募集内容

マチイロ

スマートフォンアプリ

で広報いいだを配信中！

★ダウンロードはこちら

zプッシュ通知で発行をお知らせ
zスマホで手軽に情報をチェック
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４
月
1
日
付
採
用
予
定
の
美

術
博
物
館
非
常
勤
職
員
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
職
種

美
術
博
物
館
監
視
員

▼
応
募
資
格

美
術
、
歴
史
な
ど
に
興
味
が

あ
る
方

▼
勤
務
内
容

美
術
博
物
館
展
示
室
な
ど
で

の
監
視
業
務

▼
勤
務
時
間

午
前
９
時
１５
分
〜
午
後
１
時

１５
分
ま
た
は
午
後
１
時
〜
５

時
の
４
時
間
勤
務

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務

あ
り
（
原
則
月
曜
日
休
館
）

※
１
カ
月
０
日
〜
２０
日
程
度
の

勤
務
あ
り
（
展
覧
会
の
開
催

数
、
期
間
に
よ
り
変
動
）

▼
賃
金

　
時
給
８
４
８
円

▼
募
集
人
数　
５
人

▼
試
験
方
法

○
一
次
選
考　
書
類
審
査

○
二
次
選
考　
面
接
試
験

※
一
時
選
考
結
果
お
よ
び
面
接

日
時
は
、
後
日
応
募
者
に
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を

貼
付
し
、
開
館
日
の
午
前
８

時
４５
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分

ま
で
の
間
に
美
術
博
物
館
へ

持
参
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
り

非
常
勤
職
員
（
美
術
博

物
館
監
視
員
）
の
募
集

飯
田
技
術
専
門
校
民
間

活
用
委
託
訓
練
生
募
集

　
飯
田
技
術
専
門
校
で
は
、
公

共
職
業
訓
練
の
長
期
高
度
人
材

育
成
コ
ー
ス
令
和
２
年
度
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

　
正
社
員
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者
な
ど
を
対
象
に
、
国
家

資
格
な
ど
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

訓
練
は
飯
田
女
子
短
期
大
学
や

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
一
般
学

生
と
同
様
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

高
校
を
卒
業
し
た
お
お
む
ね

４５
歳
未
満
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
訓
練
受
講
あ
っ
せ
ん

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
方

※
介
護
福
祉
士
養
成
科
、
保
育

士
養
成
科
お
よ
び
栄
養
士
養

成
科
は
女
性
が
対
象
で
す
。

▼
募
集
開
始　
１
月
１４
日
㈫

▼
募
集
内
容

　
下
表
の
と
お
り

▼
授
業
料
（
入
学
金
含
む
）

無
料

※
応
募
方
法
や
出
願
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
飯
田
技
術
専
門
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
０
６
７

飯
田
技
術
専
門
校

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

２
月
７
日
㈮
（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
３
４

追
手
町
２
―
６
５
５
―
７

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

○
２
月
５
日
㈬

飯
田
・
千
代
・
川
路
・
上
郷

〇
２
月
６
日
㈭　
三
穂

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

▼
場
所

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
、
時

間
お
よ
び
場
所
が
異
な
り
、

予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
上
村

上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
３
時
〜
４
時　

○
南
信
濃

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

農
地
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
２
月
の
農
地
法
許
可
申
請
な

ど
の
締
め
切
り
は
、
２
月
１４

日
㈮
で
す
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
２
月
３
日
㈪　

座
光
寺
・
伊
賀
良

○
２
月
４
日
㈫　

上
久
堅
・
上
村
・
南
信
濃



ムトス飯田推進委員会は、市民の皆さんの自主的な
まちづくり活動を支援しています。このコラムでは、
そんな市民の皆さんの活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

▲地域の方とおしゃべり＆ランチ会（毎月開催）

第２９回

特
定
非
営
利
活
動
法
人

お
い
な
ん
よ

２
０
０
３
年
に
法
人
を
立
ち
上
げ
、１７
年
目

を
走
って
い
ま
す
。一
人
の
思
い
を
か
な
え
た
い
、

「
飯
田
で
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
」と
思
って
い
た
だ

き
た
い
と
宅
老
所
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。現

在
、桜
町
に
本
部
を
置
き
、６
つ
の
介
護
事
業
所

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

当
初
、寝
た
き
り
で
あ
ろ
う
と
認
知
症
で
あ
ろ

う
と
、一
人
の
人
間
と
し
て
お
付
き
合
い
し
た

い
、そ
ん
な
単
純
な
思
い
で
し
た
が
、そ
れ
は
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
く
基
本
で
す
。「
き
ょ
う
そ
う
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
言
葉
を
頂
き
、法
人
の
理
念

と
な
って
い
ま
す
。

飯
田
の
空
の
下
、泣
い
て
怒
って
笑
って
、幼
児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
出
し

合
い
な
が
ら
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
の
空
間
を
つ
く
って
い

ま
す
。地
域
と

生
活
の
中
に
介

護
が
あ
る
。今

ま
で
走
り
続
け

て
理
解
し
た
こ

と
で
す
。さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性

を
秘
め
た
こ
の

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

空
間
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

き
ょ
う
そ
う（
協
奏
・
共
走
・
共
創
）で

生
き
抜
こ
う
！！

ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまで
お問い合わせください。

ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

z親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
z楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

z子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
z発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

断乳・卒乳のはなし
z日時：１月２０日（月） １０：３０～（約４５分）　　
z場所：こども家庭応援センター キッズルーム
z内容：断乳・卒乳の時期や方法、

母親の関わり方など
z講師：今村信子さん （助産師）
z対象：市内在住で、

授乳されている方
※予約不要

【 子育てネット 】
https://iida-kosodate.net/

https://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

　
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
悩

み
を
お
聞
き
し
ま
す
。「
夫
婦

・
家
庭
の
問
題
」「
職
場
や
地

域
で
の
人
間
関
係
」「
自
分
自

身
の
生
き
方
に
つ
い
て
」「
Ｄ

Ｖ
（
配
偶
者
な
ど
身
近
な
人
か

ら
の
暴
力
）」
な
ど
、
女
性
な

ら
で
は
の
人
権
問
題
に
お
困
り

の
方
は
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１
月
２６
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所　
り
ん
ご
庁
舎

※
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
対

応
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局

飯
田
支
局
内

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

１月１５日号は休刊です



相談は無料、秘密は厳守します。
相 談 名 相 談 日 時  間 場  所 問 い 合 わ せ

行政相談
ポルトガル語
タガログ語・英語
中国語
悩みごと
法律相談●

教育相談
子育て相談
教育支援・就学相談
家庭児童相談
こころの相談日●

一般相談

成年後見相談

毎月第２火曜日
毎週火・木曜日
毎週水・金曜日
毎週月・火・木・金曜日
毎週月～金曜日
毎月第３火曜日
毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎月第２月曜日
（水）
（水）

１月８日
１月２２日

毎週月～金曜日

毎月第４木曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日
毎 週 火 曜 日
（受付順）

毎月第２金曜日

毎月第２、
第３日曜日
毎週月～金曜日
（祝日は休み）

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎 週 木 曜 日

毎月第４日曜日

１３：００～１６：００
１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
 ８：３０～１７：１５
１３：３０～１６：３０
 ８：３０～１７：００

 ８：３０～１７：１５

１３：３０～、１５：００～
１３：００～１５：００
１７：００～１９：００

 ８：３０～１７：１５

１２：３０～１５：００

１２：３０～１５：３０

 ８：３０～１７：１５

 ８：３０～１７：３０

１３：００～１７：００

 ８：３０～１７：３０

 ８：３０～１７：３０

 ９：３０～１７：００

 ８：３０～１７：３０

１０：００～１２：００

１３：００～１５：００

市役所A棟１階

市役所A棟１階
市役所C棟１階
市役所A棟３階

市役所保健センター２階

市役所保健センター２階

飯田勤労者福祉センター

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

さんとぴあ飯田

まいさぽ飯田

いいだ地域包括支援センター
いがら地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
いいだ成年後見支援センター

総務文書課　内線２１１１

子育て支援課　内線５７３９
男女共同参画課　内線５４５２
教育相談室　内線３７２１
内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１
保健課保健指導係　内線５３０６

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
産業振興課　☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所　☎０２６５（７６）６８３３

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６０（３４）１０６６
☎０２６５（５３）９４１１
☎０２６５（５３）３１８７

不妊・不育相談●

ジョブカフェいいだ
就活相談●
中小企業経営者のた
めの経営悩み相談●

巡回労働相談　

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

特別相談
（法律的）

法律相談●
（係争中のものは除く）

結婚相談

障がいのある方ま
たはご家族の相談
生活や就労などの
総合的な相談

高齢者の介護予防
や生活の相談

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４水曜日
（４月無し、５月第２水曜日除く）

毎週月～金曜日
（祝日は休み）

１３：００～１６：００
受付１２：３０～１５：００まで

１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

りんご庁舎２階
こども家庭応援センター

市役所A棟１階
（外国人相談窓口）

市役所A棟３階
（産業振興課内）
飯田商工会議所
（常盤町４１）

さんとぴあ飯田
※本人の相談が原則
※本人確認ができる
　書類と写真１枚が必要

おまめでサロン
（ほっとカフェわたの実）
介護老人保健施設
ゆうゆう

男女共同参画課
内線５４５３

保健課健康推進係
内線５５１３
ジョブカフェいいだ
内線３５１４

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

飯伊圏域障がい者総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２　　
まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８１
ゆうゆうカフェ担当
☎０２６５（５３）６０４８

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

毎週月～金曜日  ８：３０～１７：３０

外
国
語
相
談

心
配
ご
と
相
談

平
日

休
日
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今月のプレゼント今月のプレゼント
三遠南信自動車道天龍峡ＩＣ・千代ＩＣ・龍江ＩＣ開通記念
「オリジナルクリアファイル ＆           
                     ハンドタオル」 セット

応募締切 1月27日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、はがきまたはメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
z特集してほしいテーマ z良かった記事 z良くなかった記事など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

５名様に
プレゼント

zオリジナルクリアファイル zオリジナルハンドタオル

天龍峡大橋の桁下歩廊「そらさんぽ天龍峡」から見
える名勝天龍峡の雄大な眺めもお楽しみください。

１１月～２月
３月～１０月

…
…
午前７時３０分～午後４時３０分
午前６時３０分～午後６時

飯
田
線
路
線
図

元
善
光
寺

伊
那
上
郷

桜
町

下
山
村鼎

飯
田

切石
伊那八幡
毛賀
駄科
時又
川路
天竜峡
千代
金野

問い合わせ
ＪＲ飯田線活性化期成同盟会事務局
（リニア推進課　内線３３１１）

ＪＲ飯田線を利用しましょう！！ＪＲ飯田線を利用しましょう！！
新年を迎え、酒席も増えるシーズンとなってきます。
お酒を飲む集まりには、帰りの足を気にせず、
飯田線で出かけてみませんか。

z時間に正確で安全な移動手段！

z移動しながら、他のこと（読書・食事）などができる。

z二酸化炭素排出量が少なく、地球に優しい乗り物！

鉄道のメリット

※ＪＲ飯田線 時刻表（抜粋）

元善光寺
伊那上郷
飯 田
伊那八幡
天 竜 峡

天 竜 峡
伊那八幡
飯 田
伊那上郷
元善光寺

６：５５ ７：２７ ７：５５ ８：３３２０：１６２１：３７２２：４７ ２３：４６
７：００ ７：３３ ８：０１ ８：３８２０：２２２１：４２２２：５２ ２３：５１
７：０５ ７：４０ ８：１３ ８：４５２０：３５２１：４８２２：５９２３：５５着
７：２２ ７：５７ ８：３３ ８：５７２０：５３２２：００２３：１０ ̶
７：３７ ８：１１ ８：５２ ９：１１２１：１１２２：１５２３：２５ ̶

７：０６ ７：４１ ８：１６２０：０５２１：００２２：３２
７：２２ ７：５７ ８：３１２０：１９２１：１４２２：４７
７：４１ ８：１７ ８：４５着 ２０：３１２１：２８２３：００
７：４７ ８：２２ ̶ ２０：３６２１：３３２３：０４
７：５６ ８：３３ ̶ ２０：４１２１：３８２３：０９
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家庭から出るごみの減量に
ご協力をお願いします
台風１９号による災害に伴い、被災地では多くの災害ごみが発生していることから、
稲葉クリーンセンターでは、県内の災害ごみを受け入れる準備を進めています。
しかしながら、稲葉クリーンセンターに搬入されるごみの量が多い状況が続いて
おり、焼却処理量の余裕が少なくなっています。
今後、少しでも多くの災害ごみを受け入れられるようにするためにも、ごみの分別
を徹底するなどして、一層のごみの減量にご協力お願いします。
市民の皆さん一人一人の取り組みが、被災地への支援につながります。
ご協力をよろしくお願いします。

家庭から出るごみを減らす取り組み「３つのＲ」できることから取り組みましょう！

◉買い物にマイバッグを持参する
いつも持ち歩くかばんに、財布と一緒にマイバッグも入れておきましょう。車の中に
もマイバッグを常備しておきましょう。飯伊地域の目標は、「レジ袋辞退率 ９５％以上」
です。また、来年にはレジ袋が有料になります。節約もゴミ減量もこつこつと。

◉生ごみは、しっかり水を切ってから捨てる
飯田市では生ごみ処理機器購入の補助制度がありますのでご活用ください。生ごみが減ればライフスタイル
も変わります！

◉家庭では、料理の作り過ぎに注意して、食べ残しを少なくし、食品ロスを減らす

◉修理して長く使う
◉まだ使えるものは売却したり、必要とする方に譲る
◉リユース品（中古品）の購入に努める

◉プラ資源やペットボトル、紙など、資源化できるごみの分別を徹底する
稲葉クリーンセンターには、多くの資源化可能なものがごみとして搬入されています。

◉市内小売店の食品トレイ・紙パックなどの店頭回収を利用する
◉小中学校などが行う資源物回収を活用する

ごみの分別

直った！
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くみ取りの月 地　　区　　名

１月・４月・７月・１０月

２月・５月・８月・１１月

３月・６月・９月・１２月

松尾・竜丘・三穂・山本・上殿岡・下殿岡・三日市場・
上郷黒田

下久堅・上久堅・千代・川路・大瀬木・中村・鼎・
上郷飯沼

橋北・橋南・羽場・丸山・東野・座光寺・
龍江・北方・上郷別府

改定後料金

改定時期

くみ取りの申し込み先

お願い

◉問い合わせ／環境課 環境保全係　内線５４６３

簡易浄化槽の持つ汚水の処理能力を維持するためには、定期的なくみ取りを行うことが必要です。
３カ月に１度はくみ取りをお願いします。

◆飯田クリーン有限会社　☎０２６５（２４）０２００
�z営業時間：月～金曜日 ９：００～１７：００
※現在は定期申し込みに基づくくみ取りは行っていません。
下表のとおり各地区のくみ取り月に電話でお申し込みください。

z容量が２５０リットル以下の家庭用簡易浄化槽

z容量が２５０リットルを超える家庭用簡易浄化槽

２,５００円（税込） ［現行２,３６５円］
２,５００円に５０リットルを超えるごとに
５００円（税込）を加算 ［現行４７３円］

令和２年４月１日のくみ取りから適用

昨年１０月の消費税率改定と物価上昇のため、１６年間料金を据え置いてきた家庭用簡易浄化槽の
汚泥くみ取り料金について次のとおり改定となります。ご理解を賜りますようよろしくお願いします。

令和２年４月１日からの
家庭用簡易浄化槽（雑排水沈殿槽）汚泥の
くみ取り料金改定とくみ取りのお願い

※上村・南信濃地区の皆さんはご相談ください。
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★日程の詳細については、市ウェブサイトおよび
　広報いいだ２月１号でお知らせします。

まもなく市・県民税の申告の時期です
◎問い合わせ／税務課 市民税係　内線５１６１

◆上村、南信濃地区の受付時間（一部を除く）を以下のとおり変更します。
お間違えのないようご注意ください。
●木沢地区会館、程野区民センター、八重河内地区館
■ 受付時間／午前９時～１１時３０分　 ※午前の部のみとなります
●下栗総合交流会館、大町老人多目的センター
■ 受付時間／午後１時３０分～４時　 ※午後の部のみとなります

●上村公民館、南信濃地域交流センター（２月１２日㈬のみ）
■ 受付時間／午前９時～１１時３０分、午後１時～３時

◆上郷地区の申告相談は、上郷公民館改築工事の完了に伴い、上郷公民館で実施します。
◆鼎地区の申告相談は、鼎公民館（鼎文化センター）で実施します。
昨年度の鼎自治振興センターから会場を変更していますので、ご注意ください。

◉平日／午前９時～１１時３０分、午後１時～４時 ◉３月１４日㈯／午前９時～午後１時

◉場所／市役所Ａ棟１階税務課窓口前、各自治振興センター、りんご庁舎２階
◉配布開始時期／１月末頃

※平成３１年度分市・県民税の申告書を提出いただいた方のうち、令和２年度分も申告書の提出が必要と思
われる方に対してお送りします。新たに郵送を希望される方は、税務課市民税係までご連絡ください。

◉１月２０日（月）　

【
昨
年
度
か
ら
の
変
更
点
】

　
　
　
　
　 ご
注
意
く
だ
さ
い

月 日 曜日 会　　　　場 月 日 曜日 会　　　　場

２月

６日

７日

１０日

１２日

１３日
１４日
１７日
１８日
１９日
２０日
２１日
２５日

木

金

月

水

木
金
月
火
水
木
金
火

２月

３月

２６日
２７日
２８日
２日
３日
４日
５日
６日
９日
１０日
１１日
１２日
１３日
１４日
１６日

水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
土
月

座光寺公民館

上郷公民館

川路公民館

松尾公民館

鼎公民館

竜丘公民館

飯田市役所

木沢地区会館
上村公民館
程野区民センター
下栗総合交流会館
南信濃地域交流センター
八重河内地区館
大町老人多目的センター
南信濃地域交流センター
上久堅公民館
三穂公民館
千代公民館
龍江公民館
山本公民館

伊賀良公民館

下久堅公民館
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問い合わせ 長寿支援課 介護認定支援係　内線 ５７６６

平成３１年１月１日から令和元年１２月３１日までの収入の状況に応じて、手続きをご確認ください

申告の必要がない方申告の必要がある方
●年末調整済みの給与以外に、他の収入がなかった方
●収入が公的年金収入のみで、他に収入がなかった方の
うち、公的年金などの収入金額が次の金額以下の方

◎６５歳以上の方……収入金額が１４８万円以下

◎６５歳未満の方……収入金額が９８万円以下

●事業所得、不動産所得、雑所得などの給与や公的年金
などの収入以外の所得があった

●医療費控除などの控除を受ける方
●源泉徴収票に記載された控除の内容に変更がある方
●収入が遺族年金、障害年金、雇用保険（失業給付金）な
ど非課税所得のみの方

●収入がなかった方

所得税の確定申告をする

令和２年１月１日に
飯田市に住所があった

令和２年１月１日に住所のあった
市区町村に申告してください

住民税の申告は必要ありません

●障害者手帳をお持ちでない方
●要介護１～５の認定を受けている方（基準日令和元年１２月３１日）

●６５歳以上の方

要介護認定を受けている６５歳以上の方で障害者手帳をお持ちでない方は、申請により障害者に準ずる状態である
と認められた場合には、福祉事務所長が発行する「障害者控除対象者認定書」を添付することで、障害者控除を申告
することができます。

医療費控除でおむつ代を申告する場合、おむつ代の領収書に加えて、医師の発行する「おむつ使用証明書」が必要
です。ただし、次のいずれの要件も満たす方に限り、飯田市長が発行する「おむつに係る費用の医療費控除のための
主治医意見書の確認書」を「おむつ使用証明書」の代わりとすることができます。

※「障害者控除対象者認定書」は、交付申請を受け付けた後、審査会での審査を行い「障害者」または「特別障害者」と認定された方
に郵送されます。審査会の開催には一定の期間を要します。郵便が届くまでお待たせすることになりますが、ご了承ください。

要
件

●前年の申告に「おむつ使用証明書」、または「おむつに係る費用の医療費控除のための主治医意見
書の確認書」を利用された方
●要介護認定に係る主治医意見書中の、寝たきり度がＢまたはＣ、かつ「尿失禁」の判定がある方

※寝たきり度とは、Ｊ・Ａ・Ｂ・Ｃと基準があり、Ｂ、Ｃになるほど寝たきり度が高い状態。

要
件

※申請の際は、印鑑、介護保険被保険者証をご持参ください。

いいえ

はい

★詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。 市県民税　申告
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支
給
率

期末手当 勤勉手当
６月期 １.３００月分 ０.９２５月分
１２月期 １.３００月分 ０.９２５月分
計 ２.６００月分 １.８５０月分

区分 実支給額 期末手当
市　長 ９２５,０００円
副市長 ７６０,０００円
教育長 ６６９,０００円
市議会議長 ４９９,０００円
市議会副議長 ４３６,０００円
市議会議員 ４０７,０００円

６月期
１２月期
計

１.６７５月分
１.６７５月分
３.３５０月分

退職（Ｈ３０.４.１～Ｈ３１.３.３１）
採用（Ｈ３０.４.２～Ｈ３１.４.１）

３４（６） １１ １９ ２５ ５ ２ ０ ９６（６）
２９（８） １５ １７ １６ ６ ３ １ ８７（８）

職員数

Ｈ３０年度 ７２５人 ３１７,６００円
Ｈ２９年度 ７１７人 ３１５,６００円

給料（基本給） 諸手当 期末・勤勉手当 計
２,６１９,３６８千円 ４９６,３９４千円 １,０８４,１４４千円 ４,１９９,９０６千円
２,５５５,６１４千円 ４８８,９１０千円 １,０４３,３９７千円 ４,０８７,９２１千円

職　員　給　与　費 （参考）一般行政職の
平均給料月額

行政上級試験採用
（大学卒程度） １８０,７００円 １８５,２００円（総合職）

１８０,７００円（一般職）

行政初級試験採用
（高校卒程度） １４８,６００円 １４８,６００円（一般職）

区分 飯田市 国

0
６０
７０
８０
９０
１００
１１０

県内各市

飯田市

市民１万人あたり職員数
Ｈ３１年４月１日現在

県内１９市平均７４.２人

７３.９人
（１４番目）

１２０

市職員の給与や定員管理の状況などを、市民の皆さんによりいっそう理解
していただくため、地方公務員法・市の条例の規定に基づき、毎年その状況を
公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り、一般職員の状況と
なっています。詳しくは市のウェブサイトをご覧ください。

採用・退職、職員数の状況１
（１）採用・退職の状況

職員給与の状況２
（１）人件費の状況（各年度普通会計決算）

（２）職員数の状況
Ｈ３１年４月１日現在の職員数は１,５６２人で、前年比９人の
減となっています（病院職員が９人減）。

（4）職員数の県内他市との比較
Ｈ３１年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は７３.９人で

あり、県内１９市との比較では少ないほうから６番目となっています。１９市
の平均は７４.２人であり、当市の人口規模である約１０万人に換算して比
較すると、飯田市の職員数の水準は平均を０.３人下回っています。

（３）定員管理の状況

※【一般行政職】事務職、技師（土木、建築等）　【専門職】保健師、保育士、介護員、教諭など　【医療技術職】薬剤師、診療放射線技師、臨床心理士、臨
床検査技師、理学療法士、管理栄養士、作業療法士、言語聴覚士、その他の病院勤務職　【技能労務職】調理員など

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数および平均給料月額はＨ３１年４月１日現在

※職員数は、一般職の職員数です。

H１７.１０.１ Ｈ３０.４.１ Ｈ３１.４.１ 対前年増減数
１,４３８ １,５７１ １,５６２ △９職員数

（２）職員期末・勤勉手当の状況（Ｈ３１年４月１日現在）（３）特別職の給料・報酬の状況（Ｈ３１年４月１日現在）

（４）職員の初任給の状況（Ｈ３１年４月１日現在）

Ｈ２９.４.１ Ｈ３０.４.１ 対前年増減数
７９８ ７９６

Ｈ３１.４.１
７９７ １定員管理対象職員数（人）

単位：人
新行財政改革大綱の実行計画（H29～H32）

における定員の総数管理の基本方針に基づき、正
規職員数はＨ29年４月１日現在の職員数を上限と
して年度毎に定員の総数管理を行っています。
※定員管理対象外：病院および介護老人保健施設職員、長期派遣職員、公益的法人派遣、
他団体から給与の負担を受ける職員、長期療休者、産育休者など
Ｈ２９ ７８２人 Ｈ３０ ８０６人 Ｈ３１ ７９７人（前年比 病院△９人、派遣１人、長期療休１人、
産育休△２人 計△９人）
定員管理対象：正規職員の欠員を業務調整し臨時職員で補っているなどの箇所
Ｈ２９ ３４人 Ｈ３０ ３１人 Ｈ３１ ３２人 （前年比 計１人）

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
／
人
事
課 

人
事
係
　
内
線
２
１
４
１

◎
問
い
合
わ
せ
／
人
事
課 

人
事
係
　
内
線
２
１
４
１

単位：人

単位：人
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休暇等の種類 取得状況等（Ｈ３０.１.１～Ｈ３０.１２.３１） 休暇等の種類 取得状況等（Ｈ３０.１.１～Ｈ３０.１２.３１）
年次休暇（有給） 平均取得日数７.７日
療養休暇（有給） １週間を超える療養休暇取得者 延べ７８人
特別休暇（有給） 代表的な産前産後休暇の取得者 延べ８４人

介護休暇（無給） ０人
組合休暇（無給） １人
育児休業（無給） 延べ１０４人

飯田市：ラスパイレス指数９７.５（１１番目）　平均給料月額３１.３万円（６番目※）

普通会計決算額　１０,７７８千円（前年度 １２,４５８千円）　
新規採用職員研修（採用前、体験、接遇、新規採用職員、法務初任者、自動車安全運転、議会傍聴、正式任用前）
年齢別階層別研修（管理職マネジメント、中堅職員、チームマネジメント、女性キャリアデザインなど）
選択研修、全体研修（人事評価制度説明会、接遇、メンタルヘルス、市町村アカデミー、長期職員派遣、自主提案、
自主グループ、交通講話、ＩＳＯ管理職、市政経営方針説明会）

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。

※処分件数は職員の延べ人数となっています。

１.
２.
３.

３９３人
５４４人
１,０４７人

延べ参加者数

職　責 職員数 平均年齢 平均勤続年数

部　長 　１２人 ５８歳 8月 ３3年 8月
課　長 　　４６人 ５６歳 ７月 ３２年 5月
課長補佐 　６４人 ５２歳 6月 ３０年 6月
係　長 １３１人 ５０歳 ４月 ２８年 4月
役職なし ４３５人 ３８歳 3月 １4年 9月

平均給料額
（基本給 年間） 平均手当額（年間） 年収（控除前）

８,５７９,３１４円３,３２４,６８９円５,２５４,６２５円
７,９７９,６６１円３,０９７,５７２円４,８８２,０８９円
７,１４１,０２４円２,４８９,０７０円４,６５１,９５４円
６,５３０,８７４円２,１７１,４９２円４,３５９,３８２円
４,８１８,８４１円１,４９９,８３４円３,３１９,００７円

種 類 概　　　　　　要 処分件数等（Ｈ３０年度）

分限処分 職員が重い病気など一定の事由によってその職務を十分に果たすことができない場合や廃職・
過員などが生じた場合に、本人の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分です。

分限処分　１１件
（免職０、休職１１、降任０、降給０）

懲戒処分・
矯正措置

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問う制裁処分です。この懲戒処分と
は別に、訓告や口頭厳重注意などの矯正措置があります。

懲戒処分２件（免職１、停職０、減給０、戒告１）
訓告等  ７件

※平均給料月額は、普通会計決算状況を用いています。　　

休暇・休業の状況４

分限処分・懲戒処分等の状況５

主な職員研修の状況（Ｈ３０年度）３

（５）職員（職責別）の年間平均給与額（Ｈ３０年度）
〇職員はＨ３０年度末の一般会計職員であり、同年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除いています。また、年収
額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

（６）職員給与費の適正化の状況（Ｈ３０年度普通会計決算）
①職員給与費の削減状況

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。Ｈ８年度から取り組んで
いる全職員の昇給抑制、給料表の減額改正、その他給与制度・諸手当の見直し、職員数の削減によ
り、職員給与費はＨ８年のピーク時に比べ１５.６％削減しています。
②職員給与の県内各市（１９市）との比較
地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安となる指標がいくつ

かあります。Ｈ３０年度普通会計決算に基づく主な指標の県内各市との比較は次のとおりです。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企
業職、病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較してい
ます。１００以下であれば国を下回っていることになります。

○市では、実際に支払われた決算額に基づ
く指標で県内各市と職員給与を比較した
場合、他市に比べて著しく高い職員給与
ではないものと考えておりますが、市の財
政状況などを踏まえ、引き続き職員給与
の適正化に努めます。

Ｈ
３０
年
４
月
分
の
平
均
給
料
月
額
に
基
づ
く

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と

Ｈ
３１
年
４
月
分
の
平
均
給
料
額
の
比
較（
１９
市
）

９０

９２

９４

９６

９８

１００

１０２

２８

３０

３２

３４

３６

ラス指数 平均給料月額（万円）
ラス指数 平均給料

飯田市
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１月２０日㈪～２月２０日㈭

○地域計画課（市役所Ｃ棟３階）
○行政資料コーナー
（市役所Ａ棟２階　総務文書課受付）
○各自治振興センター（橋北・橋南・羽場・
　丸山・東野地区を除く）
○公民館（飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・
　丸山・東野公民館）

※市ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

閲 覧 時 間
意見の募集期間

市では、平成２２年に「飯田市公営住宅等長寿
命化計画」を策定し、計画的な修繕・改善により
市営住宅の長寿命化を図ってきました。本年度で
計画期間を経過するため、改訂を行います。改訂
にあたっては、平成３０年に策定した「飯田市住生
活基本計画」との整合を図りつつ、平成２８年に
国土交通省から示された「公営住宅等長寿命化

計画策定指針（改定）」を踏まえたものとします。
つきましては、改訂版（素案）を作成しましたの
で、市民の皆さんからご意見などを募集します。

※お寄せいただいたご意見とそれに対する市の考え方に
　ついては、後日公表します。

午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日、祝日を除く）

問 い 合 わ せ
〒３９５-８５０１ 大久保町２５３４番地
建設部 地域計画課 建築係
内線 ３７９１ 　 ０２６５（５２）１１３３
　 chiikikeikaku@city.iida.nagano.jp

意見の提出方法
意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主た
る事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲覧
場所へ持参していただくか、郵送、ＦＡＸまたはメールにより
下記まで送付してください（郵送の場合は、同日に到着した
ものに限ります）。

パブリックコメント

１月６日㈪～３１日㈮

○商業・市街地活性課（トップヒルズ本町１階）
○行政資料コーナー （市役所Ａ棟２階 総務文書課受付）
○各自治振興センター （橋北・橋南・羽場・丸山・
東野地区を除く）

○公民館 （飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・丸山・
東野公民館）
※市ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

第２期飯田市中心市街地活性化基本計画の計画期間が平成３１年３月で満了したため、第３期飯田市中心市街地活性
化基本計画の策定に向けて計画の原案を作成しました。計画の原案について市民の皆さんからのご意見を募集します。

〒３９５-００４４ 本町１－１５ トップヒルズ本町１階
産業経済部 商業・市街地活性課
内線 ４６５１　　 ０２６５（５２）１７１９
　 shigaichi@city.iida.nagano.jpパブリックコメント

午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）

意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主
たる事業所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、
閲覧場所に持参していただくか、郵送、ＦＡＸまたはメール
により下記まで送付してください。
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１月２０日㈪～２月２０日㈭

○地域計画課（市役所Ｃ棟３階）
○行政資料コーナー
（市役所Ａ棟２階　総務文書課受付）
○各自治振興センター（橋北・橋南・羽場・
　丸山・東野地区を除く）
○公民館（飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・
　丸山・東野公民館）

※市ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

閲 覧 時 間
意見の募集期間

飯田市土地利用基本方針は、飯田市土地利用
基本条例に基づき策定する計画で、市全域および
各地域の将来像とその実現に向けた土地利用の
方針を定めることにより、地域の特性や個性に応じ
た適正かつ合理的な土地利用を推進することを目
的として策定されました。
この度、竜丘地区基本構想に基づき、土地利用
の側面から構想を具現化するために策定された竜

丘地区土地利用計画の内容との整合を図るため、
変更が必要になっています。
ついては、飯田市土地利用基本方針の変更（素
案）を作成しましたので、市民の皆さんからご意見な
どを募集します。

※お寄せいただいたご意見とそれに対する市の考え方に
ついては、後日公表します。

午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日、祝日を除く）

問 い 合 わ せ
〒３９５-８５０１ 大久保町２５３４番地
建設部 地域計画課 土地利用計画係
内線 ３７７１ 　 ０２６５（５２）１１３３
　 chiikikeikaku@city.iida.nagano.jp

意見の提出方法
意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主た
る事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲覧
場所へ持参していただくか、郵送、ＦＡＸまたはメールにより
下記まで送付してください（郵送の場合は、同日に到着した
ものに限ります）。

パブリックコメント

※申込方法など詳細はお問い合わせください。

２５,０００円

１４,０００円

随時広告を募集していますので、ぜひ掲載をご検討ください。

住所が飯田市内にあり、１年以上継続して事業を営んで
いる個人または法人で、市税の滞納がない方

★縦５０mm×横１８０mm
★縦５０mm×横８９mm

広報いいだの発行部数は約３4,０００部で
市内各

世帯に配布するほか、市内の公共施設や
大型店

などにも施設内への設置についてご協力
をいた

だいており、大きな宣伝効果が期待できま
す。

毎月１日号の「市役所発くらしの情報」ページの最下欄
（１５日号には掲載枠がありません）

○政治・選挙・宗教・風俗・貸金業に関連する広告
○事実に反する表記を含む広告、内容が誇大である広告など

秘書広報課 広報広聴係  内線２３１４申し込み・問い合わせ

※１回の掲載当たり掲載申請できる方-

掲載の位置

広告掲載料金￥

掲/ 載できない広告

「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか
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市営駐車場をご利用の皆さんへ
扇町駐車場では、精算機の更新により、下に示す駐車サービス券が１月下旬からご利用できなくなります。
この駐車サービス券をお持ちの方は、お早めにご利用いただくか、危機管理室窓口で新しいものに交換し
てください。　 ※中央駐車場、飯田駅駐車場、本町駐車場では、この駐車サービス券をご利用いただけます。

旧 １００円券 旧 5,０００円券旧 ３,０００円券

危機管理室窓口（市役所本庁Ｂ棟２階）

平日：午前８時３０分～午後５時１５分

危機管理室 交通安全係　内線２４３４

旧５,０００円券、旧３,０００円券の残金分は、
新１００円券で交換します。

生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係
☎０２５６（２２）４５１１（内線３７３２）　　０２６５（５３）４５４６　　 sports@city.iida.nagano.jp

陸上競技（駅伝）の普及（きっかけ作り）と
選手の育成を目的に、市内の小中学生を対
象に陸上教室を開催します。仲間と一緒に
練習をする中で、陸上競技の楽しさや、駅伝
について知ることができる絶好の機会です。
多くの皆さんの参加をお待ちしています！

※必要事項を電話、ＦＡＸまたはＥメールでご連絡いただくか、申込書を生涯学習・スポーツ課窓口へご提出ください。

小学校３～６年生、中学校１～３年生（現在の学年）

飯田運動公園 中央広場（三日市場）
※教室の中で、市町村対抗（小学生）駅伝大会（４月２５日松本市で開催）の選手選考も兼ねています。
※初回は教室前にオリエンテーションを行います。保護者の方々もご出席ください。

申し込み・問い合わせ

〒

z２月下旬～３月下旬の土・日曜日、祝日など（計７回） 午前１０時～正午
z初回教室／２月１５日㈯ 午前９時３０分～正午

８００円

ペース走（比較的遅いペースで一定の距離を走る）、インターバル走（スピード練習）など
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陸上教室陸上教室
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

１月のエコカフェ

★赤ちゃんの安定した心を育むために
毎日の育児にベビーマッサージを
はじめてみませんか？
日時：１月１８日㈯ １０：００～１１：３０
講師：谷口美智子さん
参加費：８００円
持ち物：バスタオル、タオル、

あればおねしょシーツ
★懐かしい曲に合わせて楽しく健康体操！
～ストレス発散・運動不足解消に～
日時：１月２２日㈬

１０：００～１１：００
講師：久保田 愛さん
参加費：５００円
持ち物：タオル、飲み物

★飯田で採れたコットンフラワーでボトルアート
を作ろう＆エシカルマップでお店探検
日時：１月２５日㈯ １０：００～１２：００
講師：松沢登喜子さん （寝具の金山）
参加費：５００円
持ち物：はさみ

★５分でできる！かんたん塩麹作りとみんな喜ぶ
塩麹クッキング
～炊き込みご飯・季節の野菜スープほか～
日時：１月２８日㈫ １０：００～１２：００
講師：木村万理子さん （笑顔のたね）
参加費：１,０００円
持ち物：持ち帰り用ビン（６００ｍｌ以上）、

２４ｃｍくらいのボウル、エプロン
★バレンタインデーに最適の欲ばり２品！
～米粉を使ったふわふわシフォンケーキと簡単
チョコレート～
日時：１月２９日㈬

①１０：００～１２：００
②１３：００～１５：００

講師：森山哲子さん　 参加費：６００円
持ち物：エプロン、三角巾

★誰でも踊れる！オリンピック応援歌を日舞で体験しよう！
日時：２月１３日㈭ １０：００～１２：００
講師：翠新颯月さん　 参加費：５００円
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※申し込みはお電話でお願いします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

１月９日㈭から申し込みの受付を開始します

すいしんそうげつ

毎日の育児にベビーマッサージを

日時：１月１８日㈯ １０：００～１１：３０
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

お手玉遊び
２月１日㈯ ９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：みなみ信州レクリエーション倶楽部
内容：お手玉を作って遊びます。

絵手紙講座
２月６日㈭ ９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸さん （日本絵手紙協会）
内容：季節ごとの画題を楽しく描きます。
【材料費２００円】
切っても生きてるプラナリア
２月８日㈯ ９：３０～１１：００　対象：幼児～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：切ったら２匹！？実験してみよう。

デジカメ入門
２月１３日㈭ ８：３０～１１：３０　対象：成人
講師：宮島 功さん （飯田市写真家）
内容：沢城湖（大瀬木）で冬景色を撮影。

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
アツアツ！おやきづくり
１月１８日㈯・１９日㈰
１０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

窯焼きピザづくり（チョコレート）
２月８日㈯・９日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：３５０円

わりばし鉄砲をつくろう
１月２６日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

簡単！お面づくり＆豆まき
２月１日㈯・２日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
お面材料費：５０円
豆まき参加費：無料

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

ウッドバーニングに挑戦しよう
１月２５日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：２００円～
場所：なかまの館

木育 木のおもちゃづくり（引き車）
２月１１日㈷ １０：００～１２：００
材料費：１,５００円
場所：なかまの館
講師：水上雅彦さん （工房菜や）
※予約制
（公園事務局
 ☎０２６５（５９）８０８０まで
 お電話ください）

おもちゃの修理屋さん
１月２５日㈯、２月８日㈯
１０：００～１２：００
場所：なかまの館
料金：無料
講師：玩具の修理屋さん

絵心あればこんな字に～書道講座～
１月１９日㈰ １０：００～１５：００
材料費：１,０００円
場所：なかまの館
講師：中山峰鶴さん （書象会日展２回入選）
持ち物：筆、下敷、文鎮、硯（あれば）

手作り帽子づくり
１月２５日㈯ １０：００～１６：００
材料費：２,０００円
場所：なかまの館
講師：中島久美子さん

初挑戦！デジタル一眼レフカメラ
２月１１日㈷ １３：００～１７：００
参加費：無料
場所：なかまの館
講師：吉田哲也さん （浪合カメラクラブ）
持ち物：デジタル一眼レフカメラ（ミラーレス可）
定員：若干人

１月２０日㈪、２７日㈪、２月３日㈪、１０日㈪

すずり

なかやまほうかく しょしょうかい

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

冬の特別企画

木の工房体験学習

休館日 （１月１５日～２月１４日の期間中）
※屋外は利用できます

森森大学院（成人向け教養講座）
※対象：中学生以上　　　※全講座予約制
※予約は公園事務局☎０２６５（５９）８０８０へお電話、また
は公園ホームページ内の申し込みフォームからお願
いします。
※予約期間は、特記がない場合各講座の開講７日前ま
でです。（定員になり次第締め切り）

材料費：３００円

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

定員
２０組 要予約

定員
１０人程度

　対象：幼児～成人
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飯田市立動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
https://kawaranbe.net/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

節分イベント
ニホンザルにマメをプレゼント
２月１日㈯・２日㈰ １１：００～ （小雨決行）
ウインターラリー
２月１日㈯～２４日㉁ （雨天中止）

デジカメ入門
１月１５日㈬ ９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島 功さん （飯田市写真家）
内容：データを持ち寄り撮影のコツを学ぶ。

ウォーキングで健康生活
１月１６日㈭ １３：３０～１５：３０　対象：成人
講師：酒井浩文さん
（ソウル五輪競歩代表）

内容：かわらんべコースを２周します。
あんどん作り
１月１８日㈯ ９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：あんどんを工夫して作ります。

エコ布ぞうり作り
１月２３日㈭ ９：００～１５：００　対象：成人
講師：かわらんべ協力員
内容：使い古しの布をぞうりに活用。

冬の星空に 出発！
１月２４日㈮ １８：３０～２０：００
対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀 （美術博物館）
内容：一等星や星雲星団を観察。

川の工事を体験しよう
１月２５日㈯ １３：００～１６：００
対象：小中学生親子
主催：天竜川上流河川事務所
内容：暮らしを守る河川工事を体験。１月２０日㈪、２７日㈪、２月３日㈪、１０日㈪

※動物のふれあいはお休みしています。
　３月中旬に再開予定です。
ビーバーの巣直し見れるかな？
１４：４５～ ビーバーの活動時間によって、
変更する場合があります。

休園日 （１月１５日～２月１４日の期間中）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

予約先着
２０人

１日３０人

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２
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■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

人形劇定期公演【１月】
日時：１月２５日㈯ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場
入場料：２００円 ※３歳未満無料
出演：飯田西中学校人形劇部Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ

慈光幼稚園人形劇クラブ きらきら座
劇団すずらん（人形劇講座中級コース）

みんなおいでよ！人形劇とうたのお楽しみ会
日時：２月８日㈯ ①１０：００開演 ②１３：３０開演
会場：竜丘公民館
入場料：２００円 ※３歳未満無料

いいだ人形劇まつり「りんごっこ劇場」
日時：２月２日㈰ ①１０：００開演 ②１３：３０開演
会場：飯田女子短期大学アカシアホール
入場料：２００円 ※３歳未満無料
●飯田下伊那のアマチュア人形劇団の皆さんが企画運営する
人形劇まつり。

●公立保育園の保育士による１年間の研修の成果発表です。

人形劇定期公演【2月】
日時：２月２３日㈷ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場
入場料：２００円

※３歳未満無料
出演：上久堅小学校 １０チャレンジ

ザ・スリーデイズマーケットシアター
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作り方  材料（作りやすい量）ね
ぎ
だ
れ
お
で
ん

昭和３０年代、お客さんに「おでんにねぎを
かけてほしい」と言われた店主が作ったこと
が始まりだそうです。薄味のおでんにねぎだ
れをかけて食べるのが飯田の味になりました。

【ねぎだれ】
長ネギ

しょうゆ

砂糖（好みで）

１本

大さじ２

少々

【ねぎだれ】
①長ネギは小口切りにし、しょうゆ、
砂糖と混ぜる。

②味がなじんだら、おでんにかけていた
だく。

※お好みでかつお節やめんつゆなどを
入れ、わが家の味にアレンジしてみて
はいかがでしょうか。

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト https://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（１２/１現在）■人口＝１００,７８４人（前月比＋５７）男４８,４７５人／女５２,３０９人  ■世帯数＝４０,０９８世帯（前月比＋１０２）

「歴史をめぐる新たな事実と新たな視点
　　　－ジャーナリストの視点で歴史を見直す－」
●日時：２月８日（土）
◆第１講　午後１時３０分～３時
「日本人の歴史観はどう変化したのか」
◆第２講　午後３時２０分～４時５０分
「私たちは何を知っているのか」

●講師：渡辺延志 さん（ジャーナリスト・元朝日新聞記者）
●会場：市役所Ｃ棟３階会議室
●受講料：５００円
※事前の申し込みは不要です。
　どなたでもご参加いただけます。

新聞記者として、歴史にまつわるニュースを取
材する中で出会った新たな研究・資料を紹介し
ます。
国立科学博物館の人類学者たちが、台湾から
沖縄の先島諸島へ手作りの舟で海を渡る実験
を行いました。日本列島における人類の歴史を
書き換えようとする実験です。何が新しくなった
か、当たり前と思っていた歴史像とは何だったの
か。縄文時代を題材に考えます。
取材の中で新たな資料に出会い、解読にも取

り組みました。そこには隠された事実が眠ってい
ました。今回は日独伊三国軍事同盟と、朝鮮の
三・一独立運動を紹介します。有名な出来事で
すが、今まで知っていると思っていた歴史とは何
だったのかを問うものとなりました。歴史がいか
に語られ伝えられるのかを考える手がかりにな
るはずです。◉問い合わせ／歴史研究所 ☎０２６５（５３）４６７０

のぶゆき

５月２日（土）～５日（祝）
飯田文化会館 ほか

２０２０

おなじみ名古屋フィルハーモニー交響楽団とともに、
コンサートや、プロから学ぶ音楽クリニック、子どもたち
の体験企画など、音楽あふれる４日間。
ゴールデンウィークは、家族みんなでオケ友へ！

「大人の吹奏楽コース」

z各コース受講生募集：１月１４日㈫～２月７日㈮

NEW!NEW!

企画立案から広報活動、当日の運営まで、一緒に
オケ友を支えるメンバー大募集！

※プログラムの詳細は、
　２月上旬に発表します。

◉音楽祭公式ホームページや
　Ｆａｃｅｂｏｏｋをご覧ください。

オケ友

１８歳以上の社会人を対象にしたコースを新設！
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